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法的通知事項

登録商標
BOND、BOND-III、BOND-MAX、BOND-PRIME、BOND-ADVANCE、Covertile, Bond Polymer Refine
Detection、Bond Polymer Refine Red Detection、Parallel Automation、Compact Polymer、および

Oracle は Leica Biosystems Melbourne Pty Ltd ACN 008 582 401の登録商標です。

著作権
Leica Biosystems Melbourne Pty Ltd は、この文書および関連する任意のソフト ウェ アについて著作権

を有しています。書面による許可なしに、いかなる文書やソフト ウェ アの全体およびその一部を、複

写、複製、翻訳、または、電子的および機械的に読み取れる形式に変換することは、法律で禁じられて

います。

Copyright © 2023 Leica Biosystems Melbourne Pty Ltd

製品識別情報
Doc. 91.7500.516 A09

製造業者

Leica Biosystems Melbourne Pty Ltd
495 Blackburn Rd
Mt. Waverley VIC 3149
オースト ラリ ア

全ユーザーを対象とした重要情報
このマニュアルには、BOND Systemの使用方法に関する重要な情報が含まれています製品やサービス

に関するLeica Biosystems最新情報は www.leicabiosystems.comをご覧く ださい。

Leica Biosystemsの方針として、継続的な改善に努めるため、製品仕様が予告なく 変更されることがあ

り ます。
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用語[よう ご ]
本書では以下の用語が使用されます。

l Leica Biosystems — Leica Biosystems Melbourne Pty Ltdを意味します。

l BOND - Leica Biosystems プラッ ト フォーム。BOND-III, BOND-MAX、および BOND-PRIMEを含

みます

l BOND-PRIME - 自動 IHCおよび ISH 染色装置の一種

l BOND ソフト ウェ ア - ユーザーが BOND-III、BOND-MAX、または BOND-PRIMEシステムを設

定・ 操作できるソフト ウェ ア アプリ ケーショ ン

対象ユーザー

BOND-PRIMEシステムの対象ユーザーは適切なト レーニングを受けた施設の担当者です。

BOND-PRIME処理モジュールの操作者は、操作を行う 前に、本書に従って使用するための十分なト レー

ニングを受け、発生する可能性のあるハザード と危険を伴う 手順を十分に理解しておく 必要があり ま

す。適切な訓練を受けた担当者のみが、本書で指示された範囲内において、処理モデュールのカバーや

部品を取り 外すことができます。

インスト ールと修理

なおインスト ールと修理は、必ずLeica Biosystems指定の有資格のサービス担当者が実施してく ださ

い。

本製品が指定の用途に使用されなかった場合、また、本書の指示を無視して操作された場合、保証が無

効になり ます。本器の不正使用や誤用の結果生じた損傷は、保証の対象となり ません。Leica
Biosystemsは、いかなる損害に対しても責任を負いません。

重大なインシデント の報告

患者またはユーザーが死亡に至った、または死亡に至る可能性のある重大なインシデント の発生、ある

いは患者またはユーザーの健康状態の一時的または永続的な悪化については、Leica Biosystems の各担

当者および関連する地域の規制当局に報告する必要があり ます。

ユーザーデータのセキュリ ティ とプライバシーに関する声明

Leica Biosystems は、個人データのセキュリ ティ とプライバシーを尊重し、その保護に努めています。

下記の Leica Biosystems プライバシー通知は、弊社が収集、使用および保存する可能性のある個人

データについて説明しています。

プライバシー通知

ライセンシーは、BOND-PRIMEを使用して個人データを処理する前に、患者およびその他のデータ主体

に対して必要なすべての通知を行い、必要なすべての同意を取得することによって、適用されるすべて

のデータ保護法およびプライバシー法を制限なく 遵守するものとします。
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BOND-PRIME処理モジュールには以下の種類の個人データが含まれています。

l 患者の名前 —スライド の処理中に処理内容の詳細を追跡するために BOND-PRIME上で一時的に

保持されます。

l 医師の名前 —スライド の処理中に処理内容の詳細を追跡するために BOND-PRIME上で一時的に

保持されます。

l スライド ID —スライド の処理中に動作内容の詳細を追跡するために BOND-PRIME上で一時的に

保持されます。

l ユーザーアカウント の詳細 —ユーザー アカウント の詳細はデータ ファ イル内で暗号化され、

スーパーバイザーによって削除されるまで BOND Controller に保持されます。BOND-PRIME処理

モジュールにユーザーデータが保存されることはあり ません。

l スライド 画像 —スライド 処理の詳細を追跡するために処理されたスライド の画像が収集されま

す。スライド 画像はデータファイル内で暗号化され、 BOND Controller に無制限に保持されま

す。画像は 1 日後に BOND-PRIME処理モジュールから自動的に削除されます。

Leica Biosystems 製品に関するお問い合わせ

サービスまたはサポート については、最寄り のLeica Biosystems代理店にお問い合わせいただく か、

www.LeicaBiosystems.comを参照してく ださい。

http://www.leicabiosystems.com/
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改訂履歴
改訂番号 発行日 対象セクション 内容

A09 2023年12月 全セクショ ン 最初の出版。

A01 - A08 - - 未リ リ ースです。
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規制に関する注意事項

使用目的

BOND システムは、顕微鏡スライド に載せられた病理組織標本の免疫染色臨床プロト コルを

自動的に実行します。その後、資格を持つ医療専門家が顕微鏡スライド を観察し、病理診断

を下します。

FCC準拠
本装置はテスト の結果、FCC規則パート 15サブパート Bに規定されたクラスAのデジタル電子機器の制限

値に適合していることが確認されています。これらの制限値は、本装置を商用環境で使用した場合に発

生する有害な妨害に対して適切に保護するためのものです。本装置は無線周波エネルギーを生成・ 使用

し、放射する可能性があり ます。取扱説明書に従って設置し、使用しない場合、無線通信に対して有害

な妨害を引き起こす可能性があり ます。住居地域でこの装置を運転すると、ユーザー自身の費用負担に

より 是正する必要のある有害な干渉の原因となることがあり ます。

基準を遵守するには、機器に付属しているケーブルのみを使用してく ださい。

警告：Leica Biosystemsによって明示的に承認されていない変更または改造を行った場

合、本装置を操作するユーザーの権限が取り 消される可能性があり ます。

CEマーク
CEマークは、メ ーカ―による適合宣言に記載されているとおり 、適用されるEU指

令を遵守していることを示します。

業務用体外診断装置に関する指示
本IVD装置は、IEC 61326パート 2-6およびIEC 60601パート 1-2のエミ ッ ショ ンおよびイミ ュニティ 要件に

適合しています。

機器を運転する前に、電磁環境について評価しておく 必要があり ます。

本装置は、強力な電磁放射源( 例：シールド されていない意図的なRF源) や磁界に近接して使用しない

でく ださい。

警告：本装置は、CISPR 11クラスAに従って設計および試験されています。家庭内環境で

は無線通信への妨害の原因となることがあり 、妨害を軽減する措置を取る必要が生じる

場合があり ます。

コンピュータ規制要件：UL記載( UL 60950)、IEC 60950承認
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注意：連邦法により 、本機器の販売は免許を有する医療従事者によるもの、またはその

指示によるものに制限されます。

CISPR 11での機器の分類( EN 55011)
本装置は、CISPR 11( EN 55011) に基づきグループ1クラスAに分類されます。グループとクラスの説

明は以下のとおり です。

グループ1 - グループ2の機器に分類されない全ての機器に適用されます。

グループ2 - 材料の処理または検査/分析のために、周波数範囲が9 kHz～400 GHzの無線周波数が意図的

に生成されて使用されるか、電磁放射、誘導結合および/または容量結合の形式でのみ使用される全て

のISM RF機器に適用されます。

クラスA - 家庭用建物に供給する低電圧電源ネッ ト ワークに直接接続された家庭用施設および事業所を

除く 、全ての施設での使用に適した全ての機器に適用されます。

クラスB - 住宅および居住目的に使用される建物に給電する低電圧電力網に直接接続された居住施設お

よび建物での使用に適したすべての装置に適用されます。

定義

ISM：工業、科学および医療( 機器)

RF：無線周波数
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記号の用語集
このセクショ ンでは、製品のラベリ ングに使用される規制および安全記号について説明します。

規制記号
BOND製品に使用されている規制記号の説明。

この用語集では、該当する基準に示されている記号の画像を提供していますが、一部の

記号の色が異なる場合があり ます。

以下は、製品のラベリ ング消耗品、機器、およびその意味で使用されている記号のリ スト です。

ISO 15223-1
医療機器 – 医療機器ラベル、ラべリ ング、提供情報に使用される記号 – 第1部：一般要件。

シンボル 規格 /規則 参照 内容

ISO 15223-1 5.1.1 製造業者

医療機器の製造元を示します。

ISO 15223-1 5.1.2 欧州代理人

欧州代理人を示します。

ISO 15223-1 5.1.3 製造年月日

医療機器が製造された日付を示します。

ISO 15223-1 5.1.4 使用期限( 有効期限)
医療機器をそれ以降使用できない日付を示します。

ISO 15223-1 5.1.5 バッ チコード ( ロッ ト )
バッ チまたはロッ ト を識別するための製造元のバッ チコード を示
します。

ISO 15223-1 5.1.6 カタログ番号／参照番号

医療機器を識別するための製造元のカタログ番号を示します。

ISO 15223-1 5.1.7 シリ アル番号

特定の医療機器を識別するための製造元のシリ アル番号を示しま
す。

ISO 15223-1 5.1.8 輸入業者

医療機器を欧州連合に輸入したエンティ ティ を示します。
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シンボル 規格 /規則 参照 内容

ISO 15223-1 5.1.9 供給者

医療機器を現地に配送したエンティ ティ を示します。

ISO 15223-1 5.3.1 壊れもの、取扱注意

慎重に取り 扱わないと破損または損傷する可能性のある医療機器
を示します。

ISO 15223-1 5.3.4 水ぬれ防止

輸送パッ ケージを雨に濡らさずに乾いた状態に保つ必要があるこ
とを示します。

ISO 15223-1 5.3.7 温度制限

医療機器を露出させても安全な温度制限を示します。

ISO 15223-1 5.4.2 再使用禁止

1回の使用または1人の患者に対する1回の処置での使用を目的と
した医療機器を示します。

ISO 15223-1 5.4.3 使用説明書を参照

ユーザーが使用説明書を参照する必要があることを示します。

ISO 15223-1 5.4.4 注意

さまざまな理由で医療機器本体に表示できない警告や注意などの
重要な注意事項について、ユーザーが使用説明書を参照する必要
があることを示します。

ISO 15223-1 5.5.1 体外診断用医療機器

体外診断用医療機器としての使用を目的とする医療機器を示しま
す。

ISO 7000
機器に使用する図記号 —登録記号。

シンボル 規格 /規則 参照 内容

ISO 7000 1135 リ サイクル

このマーク付きの品目やその材料が回収またはリ サイクルの対象
であることを示します。

ISO 7000 1640 技術マニュアル、サービスマニュアル

ハンド ブッ クの保管場所、または機器の保守点検手順に関連する
情報を識別します。この記号が配置された場所の近く で機器を保
守点検する際にサービスマニュアルまたはハンド ブッ クを注意深
く 調べる必要があることを示します。

ISO 7000 2594 通気口

外気を内部環境に入れるためのコント ロールを識別します。
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シンボル 規格 /規則 参照 内容

ISO 7000 3650 USB
ユニバーサルシリ アルバス( USB) の一般要件を満たしている
ポート またはプラグを識別します。機器がUSBポート に接続され
ることまたはUSBポート と互換性があることを示します。

IEC 60417
機器に使用する図記号。

シンボル 規格 /規則 参照 内容

IEC 60417 5007 オン

少なく と も主電源スイッ チまたはその位置と、安全に関わるすべ
ての場合について、主電源への接続を示します。

IEC 60417 5008 オフ

少なく と も主電源スイッ チまたはその位置と、安全に関わるすべ
ての場合について、主電源からの切断を示します。

IEC 60417 5009 スタンバイ

機器をスタンバイ状態にするためにオンにするスイッ チまたはス
イッ チ位置を識別します。

IEC 60417 5016 ヒューズ

ヒューズボッ クスまたはその位置を識別します。

IEC 60417 5019 保護アース、保護接地

異常発生時の電気ショ ッ クから保護するための外部導体への接続
を目的とする端子、または保護アース( 接地) 電極の端子。

IEC 60417 5032 単相交流

機器が交流にのみ対応していることを定格銘板に示し、該当する
端子を識別します。

IEC 60417 5988 コンピュータネッ ト ワーク

コンピュータネッ ト ワーク自体を識別するか、またはコンピュー
タネッ ト ワークの接続端子を示します。

IEC 60417 6057 注意：可動部

可動部に近付かないよう 指示する注意事項。

IEC 60417 6222 情報、一般

機器( 多機能コピー機など ) のステータスを調べるためのコント
ロールを識別します。
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その他の記号およびマーキング

シンボル 規格 /規則 内容

21 CFR 801.15(c)
(1)(i)F

処方箋が必要

米国食品医薬品局により 、「 注意：連邦法により 、本機器は許可
を受けた医療従事者の注文またはその注文による販売に制限され
ています。」 の代替として認められています。

機器の適合宣言に

は、システムが適

合している指令の

一覧が示されま

す。

欧州適合

機器の適合宣言には、システムが適合している指令の一覧が示さ
れます。

指令2012/19 / EC
EU：廃電気電子

機器( WEEE)

電気電子機器廃棄物( WEEE) 指令

電子製品を分別せずに廃棄することはできません。回収やリ サイ
クルのために別の回収施設に送付する必要があり ます。

このラベルが付いている場合、以下のことを示します。

l この機器は2005年8月13日以降に欧州市場で販売された。

l この機器は欧州連合のいかなる加盟国の地方自治体の廃棄

物回収システムでも廃棄できない。

顧客は適切な除染および電気機器の安全な廃棄に関するすべての

法律を理解して従う 必要がある。

AS/NZS 4417.1 規制準拠マーク ( RCM)
オースト ラリ アおよびニュージーランド に対するオースト ラリ ア
通信メ ディ ア庁( ACMA) の要件( 安全およびEMC) への準拠を示
します。

中華人民共和国電

子工業規格SJ /
T11364

特定有害物質使用制限( RoHS 2)
この電子情報製品には特定の有毒物質または有害物質が含まれて
おり 、その環境保護使用期限内であれば安全に使用できることを
示します。ロゴの真ん中の数字は、その製品の環境保全使用期間
( 年単位) を示しています。外側の円は、製品がリ サイクル可能
であることを示します。このロゴは、環境保護使用期限が切れた
ら、製品を直ちにリ サイクルする必要があることも示します。ラ
ベルの日付は製造日を示します。

中華人民共和国電

子工業規格SJ /
T11364

特定有害物質使用制限( RoHS 2)
この電子情報製品には有害物質が含まれておらず、GB/T 26572で
定められた濃度限度を超えていないことを示します。リ サイクル
可能な環境に優しい製品です。

タイト ル47米国連

邦規則集パート 15

連邦通信委員会( FCC)
本製品は、FCC規則の第15部に従って、制限に準拠していること
が試験で確認されています。
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シンボル 規格 /規則 内容

該当せず Underwriters Laboratory( UL) 認証マーク

リ スト 製品は、米国およびカナダの両方の安全要件に準拠してい
ることがUnderwriter Laboratoriesにより 認証されています。

CSAインターナ

ショ ナル

リ スト 機器( CSAグループ試験実施機関)
リ スト 製品は、米国およびカナダの両方の安全要件に準拠してい
ることがCSAグループにより 認証されています。

該当なし リ スト 機器( Intertek試験実施機関)
リ スト 製品は、米国およびカナダの両方の安全要件に準拠してい
ることがIntertek試験実施機関により 認証されています。

2022年5月4日の体

外診断用医療機器

に関する条例

( IvDO) 。

スイス公認代理店

スイスの認定代理店を示します。

該当せず 相対湿度範囲

輸送時および保管時の相対湿度の許容限度( 上限および下限) を
示します。この記号とともに該当する相対湿度の限度が示されま
す。

該当せず 未接続ポート

本製品のシリ ンジポンプに未接続ポート があり ます。

安全記号
BOND に使用されている安全記号の解説。

ISO 7010
図記号 - 安全色および安全標識 - 登録安全標識。

シンボル 規格 /規則 参照 内容

ISO 7010 W001 一般警告事項

さまざまな理由で医療機器本体に表示できない警告や注意などの
重要な注意事項について、ユーザーが使用説明書を参照する必要
があることを示します。

ISO 7010 W004 警告：レーザー光線

レーザーハザード 。重度の眼障害を生じるおそれがあり ます。
レーザー光線を直視しないでく ださい。

ISO 7010 W007 警告：床面の障害物

床面の障害物ハザード です。床面の障害物の近く ではご注意く だ
さい。
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シンボル 規格 /規則 参照 内容

ISO 7010 W009 警告：バイオハザード

バイオハザード 。バイオハザード への曝露のおそれがあり ます。
曝露を防止するために、付属文書の指示に従ってく ださい。

ISO 7010 W012 注意：電気ショ ッ クのリ スク

電気ハザード 。電気ショ ッ クのリ スクのおそれがあり ます。人身
傷害または機器損傷を防止するために、付属文書の指示に従って
く ださい。

ISO 7010 W016 警告：有害物質

毒性ハザード 。化学薬品に関する適切な取扱手順に従わない場
合、健康に重度の影響を与えるおそれがあり ます。試薬を取り 扱
う 時は、防護手袋と保護用眼鏡を着用してく ださい。

ISO 7010 W017 警告：高温面

高温ハザード 。高温面に触れると火傷します。この記号が付いて
いる部品は触らないでく ださい。

ISO 7010 W020 警告：頭上の障害物

頭上に障害物があり ます。頭上の障害物にぶつからないよう に注
意してく ださい。

ISO 7010 W021 警告：可燃性物質

正しい安全上の注意を怠ると可燃性の試薬に着火することがあり
ます。適切な取り 扱い手順に従わない場合は、可燃性物質が発火
するおそれがあり ます。

ISO 7010 W022 警告：鋭い端部や突出部分

鋭い端部や突出部分があり ます。鋭い端部や突出部分でケガをし
ないよう に注意してく ださい( 例：針、刃) 。

ISO 7010 W023 警告：腐食性物質

腐食性物質による化学的ハザード 。適切な取り 扱い手順に従わな
い場合は、健康に重度の影響を与えるおそれがあり ます。必ず保
護服と手袋を着用。漏れた場合は、標準的な施設手順に従って直
ちに除去してく ださい。

ISO 7010 W024 警告：手挟み

衝突ハザード 。機器の機械部分を閉じるときに手や身体の一部を
挟むおそれがあり ます。

ISO 7010 W072 警告：環境ハザード

環境ハザード 。環境ハザード を引き起こす可能性のある物質また
は混合物。
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一般警告事項
警告とは、人身傷害につながる危険性、および、患者検体を紛失、損傷、または取り 違える危険性を通

知するものです。人身傷害、損害、患者の検体の紛失または取り 違え、および装置の損傷を避けるため

に、あらゆる安全対策を遵守してく ださい。

警告では、黒色の境界線で黄色の背景の記号が使用されます。

下に一般 BOND-PRIME警告事項を示します。その他の警告事項は、本書の該当箇所に表示されていま

す。

処理モジュールの操作

BOND-PRIME処理モジュールを正常に動作させるために、 Leica
Biosystems Melbourne Pty Ltd から承認された指示に必ず従ってく ださ

い。指示に正し く 従わないと、満足のいく 性能が得られない可能性があり

ます。

BOND-PRIMEの機能と意図する用途の実行にネッ ト ワーク アクセスは必

要あり ません。悪意のあるアクセスまたは不正なアクセスを防ぐために、

ネッ ト ワーク /インフラスト ラクチャに接続せずに BOND-PRIMEをインス

ト ールしてく ださい。

ネッ ト ワーク接続が必要な場合は、ファ イアウォールで保護された仮想

ローカル エリ ア ネッ ト ワーク ( VLAN) に BOND-PRIMEを接続することを

お勧めします。あるいは、標準の運用手順に従って独自のネッ ト ワーク セ

キュリ ティ メ カニズムを実装して検証することもできます。

詳しい情報については、BOND 7+ Information Systems Guide
(49.6539.811) を参照してく ださい。

BOND コント ローラー がマルウェ アに感染すると、処理モジュールの停止

など、動作中に予期しない事態が発生する可能性があり ます。USB スト

レージ デバイスを BOND コント ローラー に接続する前に、ウイルスに感

染していないことを確認してく ださい。さらに、Leica Biosystems
Melbourne Pty Ltd にはウイルス対策ソリ ューショ ンはプレインスト ール

されていません。 独自の企業向けウイルス対策製品をインスト ールするこ

とをお勧めします。詳細については、最寄り の Leica Biosystems
Melbourne Pty Ltd 代理店までお問い合わせく ださい。
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電気的ハザード

本ド キュメ ント で指示されている場合にのみ、処理モジュールのカバーを

取り 外したり 、内部コンポーネント にアクセスしたり してく ださい。処理

モジュール内には危険な電圧がかかっています。電気作業は Leica
Biosystems Melbourne Pty Ltd が認可した資格のあるサービス技術者しか

実施できません。

処理モジュールの動作電圧を変更しないでく ださい。処理モジュールを不

適切な電源電圧に接続すると、処理モジュールが損傷する可能性があり ま

す。

設定の変更が必要な場合は、カスタマーサポート までご連絡く ださい。

処理モジュールは簡単にアクセスできる、接地された電源コンセント に接

続してく ださい。

ヒューズをバイパスしたり 短絡させてはなり ません。

ヒューズを交換する前に処理モジュールのAC電源スイッ チをOFFに設定

し、処理モジュールの背面カバーから電源ケーブルを取り 外します。

必ず同梱の交換ヒューズを使用してく ださい。ヒューズを定期的に交換す

る必要がある場合は、カスタマー サポート にご連絡く ださい。

ケミ カルハザード

取り 外し可能なバルク コンテナおよびリ ザーバーにキャッ プが正し く 取り

付けられていることを確認してく ださい。

処理モジュールの近く に炎や発火源を置かないでく ださい。

バルク コンテナおよびリ ザーバー内の試薬の一部は可燃性です。

火災を防ぐため、処理モジュールの高温の表面または近く に可燃性の物質

を置かないでく ださい。

機械的ハザード

洗浄およびメ ンテナンス作業のために、DI Water およびバルク /ハザード

廃液コンテナを持ち上げるときは両手を使用してく ださい。

処理モジュールを操作する前に、フタを閉じてく ださい。処理モジュール

にはフタが開いているときの動作を防ぐためのインターロッ クが付いてい

ます。インターロッ クをバイパスしないでく ださい。

High-Speed Robot( ハイスピード ロボッ ト ) が作業スペースの上部で動

けなく なった場合は、手動で移動しないでく ださい。カスタマーサービス

に問題を報告してく ださい。
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フタを閉めるときは、開口部に手を触れないよう にしてく ださい。フタは

重いのでケガをする恐れがあり ます。

処理モジュールが動作している間、フタは閉じた位置でロッ クされます。

フタを開けないでく ださい。

フタが開いている時は、High-Speed Robot( ハイスピード ロボッ ト ) と

ウォッ シュ ロボッ ト は動作しません。動作が継続する場合は、直ちにカス

タマー サポート に問題を報告してく ださい。

処理モジュールの動作中は、試薬プラッ ト フォームの開口部に手を入れな

いでく ださい。High-Speed Robot( ハイスピード ロボッ ト ) は動作中に

突然急激に動く ことがあり ます。

処理モジュールを新しい場所に長距離移動する必要がある場合は、カスタ

マーサポート に連絡してく ださい。処理モジュールは非常に重量があり ま

す。処理モジュールを移動できるのは承認された担当者のみです。

処理モジュールの操作

試薬やスライド の汚染を防ぐため、処理モジュールはできるだけ塵や粒子

状物質のない清潔な環境で操作してく ださい。

汚染や性能低下を防ぐために、バルク コンテナが正し く 設置されているこ

とを確認してく ださい。バルク コンテナ ステーショ ンには色分けされた

名前ラベルが貼り 付けられています。

1.7 バルク コンテナ を参照してく ださい。

一般的注意
注意とは、BOND 装置の損傷につながる危険性、および作業員を危険にさらす有害事象につながる可能

性のある危険性を通知するものです。

注意では、黒色の境界線で白色の背景の記号が使用されます。

下に一般BOND-PRIME警告事項を示します。その他の警告事項は、本書の該当箇所に表示されていま

す。

個人保護具( PPE)
試薬の使用、処理モジュールの操作、メ ンテナンス、または清掃を行う 前に、最小限必要な PPEを着

用してく ださい。

l ラボ用手袋

l 保護メ ガネ

l 適切な防護服( 白衣など )
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設置ハザード

処理モジュールの背面カバーの通気口を塞がないでく ださい。

運転時のハザード

ラベル全体がスライド の四隅の内側に収まるよう に配置してく ださい。ま

た粘着部分が露出していると、スライド ラベル( およびスライド ) が

Covertile やその他の装置に張り 付いて、スライド の損傷の原因となり ま

す。

損傷の原因となる可能性があるため、スライド ラベル部分に湿気や粘着性

の残留物を残さないでく ださい。

取り 外し可能な部品は必ず手で掃除してく ださい。損傷を防ぐため、部品

を自動食器洗い機で洗浄しないでく ださい。部品の洗浄に溶剤や刺激性の

強い素材や研磨剤を使用しないでく ださい。

バルク コンテナを取り 付けるときは力を入れないでく ださい。コンテナの

損傷を引き起こすことがあり ます。

破損したスライド は使用しないでく ださい。

試薬ハザード

互換性のないバルク試薬を使用すると、性能が低下したり 、処理モジュー

ルが損傷したり する可能性があり ます。

互換性のあるバルク試薬に関する情報は、Leica Biosystems Melbourne
Pty Ltd を参照してく ださい。

BOND-PRIME処理モジュールでは、キシレン、クロロホルム、アセト ン、

強酸( 20% HCl など ) 、強アルカリ ( 20% NaOH など ) を使用しないでく

ださい。

処理モジュールの上部または付近にこれらの化学物質がこぼれた場合は、

処理モジュールのカバーの損傷を防ぐために、その領域を直ちに 70% エ

タ ノ ールで洗浄してく ださい。

BOND-PRIME処理モジュールでは、BOND-PRIME Dewax Solution、
BOND-PRIME ER1、BOND-PRIME ER2 Solution、および BOND-PRIME
Wash Solution Concentrate のみを使用してく ださい。

BOND-PRIMEの部品を劣化させ、液体漏れを引き起こす可能性のあるキシ

レン、キシレン代替品、その他の試薬は使用しないでく ださい。
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1 BOND-PRIMEハード ウェ ア

1.1 BOND-PRIMEについて
BOND-PRIMEの対象ユーザーは、十分な訓練を受けたラボラト リ ースタ ッ フです。

BOND-PRIMEのプライマリ コンポーネント ：

l 1 つ以上の処理モジュール

l BOND コント ローラー または BOND-ADVANCEコント ローラー

BOND-ADVANCE System にはターミ ナルも搭載しています。また、セカンダリ ( バッ ク

アッ プ ) コント ローラー も搭載できます。

l 1 つ以上のハンド ヘルド バーコード スキャナ

l 1 つ以上のスライド ラベラー

凡例

1 BOND-MAX処理モジュール

2 BOND-PRIME処理モジュール

3 BOND-III 処理モジュール

4 ハンド ヘルド バーコード スキャ
ナー

5 スライド ラベル プリ ンター

6 BOND コント ローラー

7 LIS接続
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新しい BOND-PRIME処理モジュールには次のコンポーネント が搭載されています。

l 取り 外し可能待機スライド ド ゥ ロワー インサート

l 取り 外し可能終了スライド ド ゥ ロワー インサート

l シングル試薬ト レイ

l Ethernet ケーブル

その他の必須アイテム：

l BOND-PRIME検出システム

l BOND-PRIME既製( RTU) の試薬または濃縮液

l BOND-PRIMEオープンコンテナ

消耗品やスペアパーツの最新完全リ スト は、www.leicabiosystems.com を参照してく ださい。

1.1.1 BOND-PRIMEの付属品と消耗品
Leica Biosystems Melbourne Pty Ltd は BOND-PRIME処理モジュールで使用する次の付属品を提供して

います。

最高品質の染色スライド を使用し、また損傷を防ぐために、専用付属品の代替品は使用しないでく ださ

い。

補助試薬
l BOND-PRIME Dewax Solution

l BOND-PRIME Wash Solution Concentrate

l BOND-PRIME Epitope Retrieval Solution 1

l BOND-PRIME Epitope Retrieval Solution 2

l BOND-PRIME Hematoxylin

l BOND-PRIME Cleaning Kit (BOND-PRIMEクリ ーニングキッ ト )

消耗品
l BOND Plus スライド または条件を満たすガラススライド ( 6.6 顕微鏡スライド の仕様 を参照して

く ださい)

l BOND オープン コンテナ( 7 mL) 、10 パッ ク

l BOND オープン コンテナ( 30 mL) 、10 パッ ク

l BOND 滴定キッ ト 、10 コンテナ、 50 インサート

l BOND スライド ラベルと印刷リ ボン キッ ト
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1 BOND-PRIMEハード ウェ ア

l BOND-PRIME ARC Refresh Kit( BOND-PRIME ARCリ フレッ シュ キッ ト ) ：

l 24 ARC Covertile

l 1 ミ キシング ウェ ルプレート

スペア用品
l BOND-PRIMEサクショ ンカッ プ

必要な試薬( Leica Biosystems Melbourne Pty Ltd 非売
品)

l 試薬用アルコール

l DI Water
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1.2 BOND-PRIME処理モジュール

1.2.1 正面

凡例

1 2 タ ッ チスクリ ーン

2 1.3 フタ

3 1.4 待機ド ゥロワーと終了ド ゥロ

ワー

4 1.6 試薬プラッ ト フォーム

5 1.7 バルク コンテナ

6 1.8 リ ザーバーキャビネッ ト

7 サンプト レイ
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1.2.2 背面図

凡例

1 Ethernet 接続

2 ヒューズと電源接続
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1.3 フタ

凡例

1 2 タ ッ チスクリ ーン

2 ビュー ウィ ンド ウ

処理モジュールの動作中に作業スペースを見
ることができます。

3 バーコード スキャナー

バルク試薬供給ボト ルと ARC Refresh Kit
( ARCリ フレッ シュ キッ ト ) のスキャンに使
用されます。

4 白色 LED 付きスタンド バイ パワーボタン

処理モジュールのオン ( 白色) またはオフ
( 消灯) を示します。

5 ハンド ル

フタの開閉に使用します。
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1.4 待機ド ゥロワーと終了ド ゥロワー

凡例

1 待機ド ゥロワー

2 終了ド ゥロワー

以下も参照してく ださい。
l 2.5 スライド をプリ ロード する

l 2.7 スライド をアンロード する

l 4.12 スライド ド ゥ ロワー インサート 、排水溝と廃液サンプ、ピッ クアッ プ フィ ルターのクリ ー

ニング
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1.5 スライド ド ゥ ロワー インサート 、排水溝
と廃液サンプ 、およびピッ クアッ プ フィ
ルタ

1.5.1 スライド ド ゥ ロワー インサート

凡例

1 待機スライド ド ゥ ロワー インサート

2 終了スライド ド ゥ ロワー インサート

以下も参照してく ださい。
l 2.5 スライド をプリ ロード する

l 2.7 スライド をアンロード する

l 4.12 スライド ド ゥ ロワー インサート 、排水溝と廃液サンプ、ピッ クアッ プ フィ ルターのクリ ー

ニング

BOND-PRIMEユーザーマニュアル, 91.7500.516 A09
Copyright © 2023 Leica Biosystems Melbourne Pty Ltd

30



1 BOND-PRIMEハード ウェ ア

1.5.2 排水溝

凡例

1 プリ ロード 排水溝

2 アンロード 排水溝

スライド ド ゥ ロワー インサート を開いたド ゥロワーから取り 外すと、排水溝にアクセスできます。

以下も参照のこと。
l 4.12 スライド ド ゥ ロワー インサート 、排水溝と廃液サンプ、ピッ クアッ プ フィ ルターのクリ ー

ニング
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1.5.3 廃液サンプとフィ ルタ付きピッ ク
アッ プ チューブ

凡例

1 廃液サンプ

2 終了ド ゥロワー ピッ クアッ プ チューブ

3 ピッ クアッ プ フィ ルタ

廃液サンプは待機ド ゥロワーと終了ド ゥロワーの下部と後部にあり ます。ド ゥ ロワーを完全に開く と、

作業スペースからアクセスできます。

終了ド ゥロワーの下部にある廃液サンプには、終了ド ゥロワーの開閉時に溜まる廃水がピッ クアッ プ

チューブとフィ ルタを介して抽出されます。

廃液サンプ内に液体が溜まっている場合は、ピッ クアッ プ フィ ルタが詰まっている可能性があり ます。

4.12 スライド ド ゥ ロワー インサート 、排水溝と廃液サンプ、ピッ クアッ プ フィ ルターのクリ ーニング

を参照してく ださい。

以下も参照してく ださい。
l 4.12 スライド ド ゥ ロワー インサート 、排水溝と廃液サンプ、ピッ クアッ プ フィ ルターのクリ ー

ニング
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1.6 試薬プラッ ト フォーム

凡例

1 シングル試薬ト レイ

2 デュアル試薬ト レイ

3 14 レーン試薬プラッ ト フォーム

( シングルト レイとデュアルト レイ
の任意の組み合わせで、試薬の総容
量は 70 コンテナ分になり ます)

以下も参照してく ださい。
l 1.10 試薬ト レイ

l 2.10.1 試薬コンテナと試薬ト レイの準備

l 2.10.2 試薬ト レイをロード する

l 2.10.6 試薬ト レイをアンロード する

l 4.9 試薬プラッ ト フォームと ARC Bank( ARCバンク ) の表面の拭き取り
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1.7 バルク コンテナ

凡例

1 DI Water

2 アルコール

3 BOND-PRIME Dewax Solution

4 BOND-PRIME Epitope Retrieval
1

5 BOND-PRIME Epitope Retrieval
2

6 BOND-PRIME Wash Solution
Concentrate

7 バルク廃液

8 ハザード 廃液

警告：洗浄およびメ ンテナンス作業のために、DI Water およびバルク /ハザード 廃液コン

テナを持ち上げるときは両手を使用してく ださい。
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以下も参照してく ださい。
l 4.2 DI Water Container( DI Water コンテナ) の補充

l 4.15 Bulk DI Water Container (バルク コンテナ DI Water) のクリ ーニング

l 4.3 Alcohol Container( アルコール コンテナ) の補充

l 4.16 ロッ クされたバルク試薬コンテナのクリ ーニング

l 4.4 ロッ ト 追跡バルクコンテナの補充

l 4.17 廃液コンテナのクリ ーニング

l 4.5 廃液コンテナの内容物の廃棄
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1.8 リ ザーバーキャビネッ ト

凡例

1 DI Water Reservoir (DI Water リ ザーバー) 5L

2 真空リ ザーバー

3 BOND-PRIME Wash Working Solution リ
ザーバー

1L

4 Bulk Waste Reservoir ( バルク廃液リ ザー
バー)

5L

5 Hazardous Waste ( ハザード 廃液) リ ザー
バー

5L

警告：タンクキャビネッ ト のド アが開いているときは、ド アにつまずかないよう に注意

してく ださい。
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1.9 AC電源スイッ チ
AC電源スイッ チはリ ザーバーキャビネッ ト にあり ます。

スイッ チの位置：

I オン

O オフ

警告：タンクキャビネッ ト のド アが開いているときは、ド アにつまずかないよう に注意

してく ださい。

以下も参照してく ださい。
l 1.12 処理モジュールを接続してスイッ チ オンしてく ださい。

l 1.13 処理モジュールの取り 外し
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1.10 試薬ト レイ

凡例

1 シングル試薬ト レイ

最大 5 個の試薬コンテナを保持できます。

2 デュアル試薬ト レイ

最大 10 個の試薬コンテナを保持できますが、一部の試薬システムに
はコンテナが 6 個しかあり ません。補助 BOND-PRIME Hematoxylin
( AR0096) などの追加の試薬コンテナは空の場所に挿入できます。

使用開始前にすべての BOND 試薬コンテナおよび BOND-PRIME試薬システムをBOND コント ローラー

に登録してく ださい。

以下も参照してく ださい。
l 1.6 試薬プラッ ト フォーム

l 2.10.1 試薬コンテナと試薬ト レイの準備

l 2.10.2 試薬ト レイをロード する

l 2.10.6 試薬ト レイをアンロード する

BOND 7 ユーザーマニュアル を参照してく ださい。
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1.11 作業スペース( フタの下)

凡例

1 1.11.2 High-Speed Robot( ハイスピード ロ

ボッ ト )

2 1.11.4 ウォッ シュ ロボッ ト (2)

3 1.11.5 ARC( アクティ ブ リ ージェ ント コント
ロール) モジュール

l バンク A( 背面) には左から右に 1 ～
12 の番号が付けられています

l バンク B( 前面) には左から右に 1 ～
12 の番号が付けられています

4 1.11.6 洗浄/ PRIMEステーショ ン

洗浄ステーショ ン ( ウォッ シュ ロボッ ト 用)

5 1.11.6 洗浄/ PRIMEステーショ ン

High-Speed Robot( ハイスピード ロボッ
ト ) の ARC Probe (ARCプローブ )：

l スタンダード 洗浄ステーショ ン ( 背
面)

l ハザード 洗浄ステーショ ン ( 前面)

6 1.11.6 洗浄/ PRIMEステーショ ン

PRIMEステーショ ン ( バルク試薬プローブ
用)

7 1.11.7 ミ キシング ウェ ル プレート

8 1.11.8 スライド プレパレーショ ン ステーショ

ン
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以下も参照してく ださい。
l 4.14 BOND-PRIME ARC Refresh Kit( BOND-PRIME ARCリ フレッ シュ キッ ト ) の使用

l 4.7 メ ンテナンスを開始

l 5.3.3 ARCモジュールからのスライド の手動取り 出し

l 4.8 ARC Module( ARCモジュール) 内側の拭き取り

l 4.9 試薬プラッ ト フォームと ARC Bank( ARCバンク ) の表面の拭き取り

l 4.13 洗浄/PRIMEステーショ ンのクリ ーニング
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1.11.1作業スペース( 正面)

凡例

1 1.11.2 High-Speed Robot( ハイスピード ロ

ボッ ト )

2 1.11.4 ウォッ シュ ロボッ ト (2)

3 1.11.5 ARC( アクティ ブ リ ージェ ント コント

ロール) モジュール

バンク A( 背面) には左から右に 1 ～ 12 の
番号が付けられています。

バンク B( 前面) には左から右に 13 ～ 24 の
番号が付けられています

4 1.11.6 洗浄/ PRIMEステーショ ン

洗浄ステーショ ン ( ウォッ シュ ロボッ ト 用)

5 1.11.6 洗浄/ PRIMEステーショ ン

High-Speed Robot( ハイスピード ロボッ
ト ) の ARC Probe (ARCプローブ )：
スタンダード 洗浄ステーショ ン ( 背面) およ
び
ハザード 洗浄ステーショ ン ( 前面)

6 1.11.6 洗浄/ PRIMEステーショ ン

PRIMEステーショ ン ( バルク試薬プローブ
用)

7 1.11.7 ミ キシング ウェ ル プレート

8 1.11.8 スライド プレパレーショ ン ステーショ

ン
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1.11.2 High-Speed Robot( ハイスピード
ロボッ ト )

凡例

1 IDイメ ージャー

2 サクショ ンカッ プ

スライド を待機ド ゥロワーから ARC Module
( ARCモジュール) 、終了ド ゥロワーに移動
する時に使用します。

1.4 待機ド ゥロワーと終了ド ゥロワー と

1.11.5 ARC( アクティ ブ リ ージェ ント コント

ロール) モジュール を参照してく ださい。

3 ARC Probe (ARCプローブ )
試薬を以下の場所から ARC Module( ARCモ
ジュール) へ分注します。

l 試薬プラッ ト フォーム搭載コンテナ。

1.6 試薬プラッ ト フォーム を参照して

く ださい。

l ミ キシング ウェ ル プレート の混合試

薬。1.11.7 ミ キシング ウェ ル プレート

を参照してく ださい。

4 バルク試薬プローブ ( 次ページも参照してく
ださい)
バルク試薬コンテナから ARC Module( ARC
モジュール) にバルク試薬を分注します。1.7 
バルク コンテナ を参照してく ださい。

警告：High-Speed Robot( ハイスピード ロボッ ト ) が作業スペースの上部で動けなく

なった場合は、手動で移動しないでく ださい。カスタマーサービスに問題を報告してく

ださい。

BOND-PRIMEユーザーマニュアル, 91.7500.516 A09
Copyright © 2023 Leica Biosystems Melbourne Pty Ltd

42



1 BOND-PRIMEハード ウェ ア

以下も参照してく ださい。
l 4.10 サクショ ンカッ プのクリ ーニング

l 4.11 サクショ ンカッ プの交換

1.11.3プローブ セレクタ

凡例

1 チューブ コネクタ

2 バルク試薬プローブ フェ ルール

3 圧縮スプリ ング

4 バルク試薬プローブ

バルク試薬プローブはロボッ ト ヘッ ド のプ
ローブ セレクタに取り 付けられています。プ
ローブ セレクタ カルーセルが回転して、必
要なプローブを ARC Module( ARCモジュー
ル) の上に配置します。
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1.11.4ウォッ シュ ロボッ ト

凡例

1 ウォッ シュ ロボッ ト ( ARC Module( ARCモ
ジュール) - バンク A)

2 ウォッ シュ ロボッ ト ( ARC Module( ARCモ
ジュール) - バンク B)

ウォッ シュ ロボッ ト プローブ

メ ンテナンス中にウォッ シュ ロボッ ト を手動で移動しすると、ARC Module( ARCモ

ジュール) へアクセスしやすく なり ます。

ウォッ シュ ロボッ ト が作業スペースの上部で動けなく なった場合は、手動で移動しない

でく ださい。カスタマーサービスに問題を報告してく ださい。
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1.11.5 ARC( アクティ ブ リ ージェ ント コン
ト ロール) モジュール

染色中にスライド は 2 つの ARCバンクに取り 付けられた 24 個の ARC Module( ARCモジュール) が保

持しています。これらを総称して ARC Array( ARCアレー) と呼びます。試薬はバルク試薬プローブと

ロボッ ト ヘッ ド の ARC Probe (ARCプローブ )によって分注されます。ARC Module( ARCモジュール)
は、ウォッ シュ ロボッ ト によって分注される DI Water と BOND-PRIME Wash Working Solution で洗浄

されます。

ARC Module( ARCモジュール) からの廃液は Hazardous Waste Reservoir( ハザード 廃液リ ザーバー)
に送られます。

凡例

1 ARC Module Latch( ARCモジュール ラッ
チ)

2 ARC Module Cover( ARCモジュール カ
バー)

3 ARC Module Lid( ARCモジュール リ ッ ド )
構造

4 ARC Covertile：

アクショ ン キュー( ページアクショ ン キューとアラート バナーの69を参照) が ARC Module( ARCモ

ジュール) に障害があることを示している場合は、Covertile があるか確認してく ださい。
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ARC Module( ARCモジュール) に漏れがある場合は、以下を確認してく ださい。

l Covertile と Covertile シールの状態を確認し、必要に応じて Covertile を交換します。

l ARC Module( ARCモジュール) にゴミ が付着していないかを確認し、必要に応じて掃除します

( ページARC Module( ARCモジュール) 内側の拭き取り の127) 。

以下も参照してく ださい。
l 4.8 ARC Module( ARCモジュール) 内側の拭き取り

l 4.14 BOND-PRIME ARC Refresh Kit( BOND-PRIME ARCリ フレッ シュ キッ ト ) の使用

l 5.3.3 ARCモジュールからのスライド の手動取り 出し
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1.11.6洗浄/ PRIMEステーショ ン

凡例

1 バルク プローブ ステーショ ン

2 ウォッ シュ ロボッ ト 洗浄ステーショ ン

右側のポート は洗浄に使用します。

3 ARC Probe (ARCプローブ ) 洗浄ステーショ ン

右側のポート は洗浄に使用します。

廃液：

l バンク A (背面) の ARC Probe (ARCプローブ )洗浄ステーショ ンの廃液は、Bulk Waste Reservoir
( バルク廃液リ ザーバー) に流れます

l バンク B (前面) の ARC Probe (ARCプローブ ) 洗浄ステーショ ンの廃液は、Hazardous Waste
( ハザード 廃液) リ ザーバーに流れます

l ウォッ シュ ロボッ ト と洗浄ステーショ ンの廃液は、Hazardous Waste ( ハザード 廃液) リ ザー

バーに流れます。

以下も参照してく ださい。
l 4.13 洗浄/PRIMEステーショ ンのクリ ーニング
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1.11.7ミ キシング ウェ ル プレート

凡例

1 ミ キシング ウェ ル プレート

ここは、ARC Probe (ARCプローブ )によって ARC
Module( ARCモジュール) 内のスライド に分注される
前に、発色試薬が混合される場所です。

1.11.5 ARC( アクティ ブ リ ージェ ント コント ロール)
モジュール と 1.11.2 High-Speed Robot( ハイスピー
ド ロボッ ト ) を参照してく ださい。

ミ キシング ブロッ ク上のミ キシング ウェ ル プレート の向きは重要ではあり ませんが、ホルダー内に正

し く 取り 付けられている必要があり ます。

ミ キシング ウェ ル プレート が取り 付けられていないと、処理モジュールの初期化は完了

しません。

以下も参照してく ださい。
l 4.14 BOND-PRIME ARC Refresh Kit( BOND-PRIME ARCリ フレッ シュ キッ ト ) の使用
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1.11.8スライド プレパレーショ ン ステー
ショ ン

凡例

1 スライド プレパレーショ ン ステーショ ン

各スライド は、ARCモジュールへ移動され、処理される前に、スライド プレパレーショ

ン ステーショ ンで圧縮空気ジェ ッ ト によって洗浄されます。染色プロセスが損なわれな

いよう に、スライド 表面から不要な粒子、特にガラス粒子が除去されます。
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1.12 処理モジュールを接続してスイッ チ オン
してく ださい。

1. Ethernet ケーブルをラボラト リ のネッ ト ワーク

ポート に差し込んでく ださい。

背面パネルのコネクタにアクセスし

やすく するために、処理モジュール

を移動する必要があるかもしれませ

ん。

2. メ イン電源ケーブルのプラグを接続してく ださい。

a. メ イン電源ケーブルのプラグを処理モジュール

の背面に接続してく ださい。

b.メ イン電源ケーブルのプラグを壁面コンセント

に接続してく ださい。

背面パネルのコネクタにアクセスし

やすく するために、処理モジュール

を移動する必要があるかもしれませ

ん。

3. 処理モジュールの電源を入れてく ださい。

a. リ ザーバー キャビネッ ト のド アを開いてく ださ

い。

b. AC電源スイッ チを時計回り に回してく ださい。

c. リ ザーバー キャビネッ ト のド アを閉じてく ださ

い。
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4. 処理モジュールの電源を入れると、ログイン画面が

表示される前に初期化が行われます。初期化は

8～15 分かかり ます。処理モジュールの初期化に失

敗する場合は、5.1 初期化の失敗 を参照してく ださ

い。

ステータス画面が表示されます。
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1.13 処理モジュールの取り 外し
処理モジュールを取り 外す際はシャッ ト ダウンする必要があり ます。

l 処理モジュールを新しい場所に移動する前

l 処理モジュールを取り 外す前

この手順を開始する前に、処理モジュールにログインしていることを確認してく ださ

い。2.1 ログインとログアウト を参照してく ださい。

1. ステータスをタ ッ プします。

2. ステータス画面で次の項目をチェ ッ クします

l 処理中( Processing) のスライド がないこと

l 待機ド ゥロワー( Loaded) と終了ド ゥロ

ワー( Complete) にスライド がないこと

2.3 ステータス画面 を参照してく ださい。

3. 処理モジュールの電源を切ってく ださい。

a. スタンド バイ パワーボタンを押してく ださい。

ポッ プアッ プ ウィ ンド ウに処理モジュールを安

全にシャッ ト ダウンできることが表示されま

す。

b.閉じるをタ ッ プしてく ださい。
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4. 処理モジュールの電源を切ってく ださい。

a. リ ザーバー キャビネッ ト のド アを開いてく ださ

い。

b. AC電源スイッ チを反時計回り に回してく ださ

い。

c. リ ザーバー キャビネッ ト のド アを閉じてく ださ

い。

警告：タンクキャビネッ ト のド アが開い

ているときは、ド アにつまずかないよう

に注意してく ださい。

5. メ イン電源ケーブルのプラグを抜いてく ださい。

a. メ イン電源ケーブルのプラグを壁面コンセント

から抜いてく ださい。

b.メ イン電源ケーブルのプラグを処理モジュール

の背面から抜いてく ださい。

背面パネルのコネクタにアクセスしやす

く するために、処理モジュールを移動す

る必要があるかもしれません。

6. 処理モジュールの背面から Ethernet ケーブルを抜

いてく ださい。
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1.14 処理モジュールを新しい場所に移動させ
る

警告：処理モジュールを新しい場所に長距離移動する必要がある場合は、カスタマーサ

ポート に連絡してく ださい。処理モジュールは非常に重く なっています。処理モジュー

ルを移動できるのは承認された担当者のみです。

注意：処理モジュールの背面カバーの通気口を塞がないでく ださい。

新しい設置場所に十分な空気の流れがあることを確認してく ださい。

注意：フォークリ フト でBOND-PRIME処理モジュールを吊り 上げないでく ださい。

処理モジュールを新しい場所に短い距離だけ移動する必要がある場合は、次のよう にします。

l 処理モジュールを切断してく ださい。1.13 処理モジュールの取り 外し を参照してく ださい。

l 廃液コンテナを空にします。4.5 廃液コンテナの内容物の廃棄 を参照してく ださい。

l サンプト レイを取り 外して洗浄します。4.18 サンプト レイのクリ ーニング を参照してく ださい。

l BOND-PRIME処理モジュールを移動する前に、4つの車輪のオレンジ色のギアをスパナで回して

く ださい。中央の脚を上げて、処理モジュールが車輪で自由に移動できるよう にします。
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l オレンジ色でハイライト された許容プッ シュ ゾーンのみを押してく ださい。

l 新しい場所の平らな表面で処理モジュールが車輪で自由に動かなく なるまで、オレンジ色のギア

を回転させて中央の脚を下げてく ださい。

l 車輪の脚の高さを調整して、処理モジュールを全方向で水平にします。フタ上部の水準器ガイド

と して使用してく ださい。

l 床に十分な強度があることを確認してく ださい。現地のすべての関連手続きに従ってく ださい。

処理モジュールの寸法と重量を調べるには、6 仕様 を参照してく ださい。

l 承認された電源ケーブルのみを使用してく ださい。壁のコンセント にアクセスできることを確認

してく ださい。

l 処理モジュールの操作をする前に、電磁環境に関するチェ ッ クを行ってく ださい。

注意：強力な電磁放射源の近く でBOND-PRIME処理モジュールを動作させないで

く ださい。たとえば、密閉されていない意図的に電磁波を放射する RF機器は正常

な動作を妨げる可能性があり ます。
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1.15 処理モジュールの廃止および廃棄
使用した部品および関連付属品を含む処理モジュールは、適用される現地の手続きおよび規制に従って

廃棄する必要があり ます。処理モジュールで使用した試薬は、試薬メ ーカーの推奨手続きに従って廃棄

してく ださい。

処理モジュール、部品、付属品を返品または廃棄する前に、現地の手続きと規制に従って洗浄および除

染してく ださい。

EU では、すべての電子廃棄物は電気電子機器廃棄物指令( 2012/19/EU) に従って処分する必要があり

ます。EU 域外では、電子機器廃棄物の処分については現地の手続きと規制に従ってく ださい。

サポート が必要な場合は、最寄り の Leica Biosystems 代理店にお問い合わせく ださい。
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2 タ ッ チスクリ ーン

2.1 ログインとログアウト

2.1.1 ログイン
誰もログインしていない場合、さまざまなアクショ ンで ログインダイアログを表示させることができま

す。例：

l ログインボタンをタ ッ プする

l メ ンテナンス画面のメ ンテナンス開始ボタンをタ ッ プする

l バルク試薬供給ボト ルのバーコード をスキャンする

l 試薬ト レイを試薬プラッ ト フォームにロード する

1. タ ッ チスクリ ーンにログインします。

a. ログイン画面で、ユーザー名をタッ プします。

b. PIN を入力します。
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ログインに成功すると、日付の横に名前が表示されます。

PIN の設定/変更に関する情報については、BOND 7 ユーザーマニュアル を参照してく ださい。

患者の健康情報は、ログインすると GUI に表示され、ログアウト すると非表示になり ま

す。

2.1.2 ログアウト
1. ログインボタンをタ ッ プします。

または、事前定義された期間中に処理モジュールを

操作しなければ、自動的にログアウト します。

この期間は BOND コント ローラー の

管理者クライアント で変更できま

す。BOND 7 ユーザーマニュアル を

参照してく ださい。
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2.2 ナビゲーショ ン バー

凡例

1 2.3 ステータス画面

2 2.6 プリ ロード 画面

3 2.8 アンロード 画面

4 2.10 試薬画面

5 2.11 メ ンテナンス画面

6 ログイン /ログアウト - 2.1 ログイン

とログアウト を参照してく ださい
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2.3 ステータス画面

凡例

1 2.3.1 スライド ロード セグメ ント

2 2.3.2 スライド プロセッ シング セグメ ント

3 2.3.3 スライド プロセッ シング コンプリ ート セグメ ン

ト

4 アクショ ン キュー ボタン。

2.4 アクショ ン キューとアラート バナー を参照してく
ださい。

2.3.1 スライド ロード セグメ ント
ロード とロード するスライド の数を交互に表示するには、表示されている値をタッ プしてく ださい。

新しいスライド が待機ド ゥロワーにロード されると、最初はセグメ ント の下部に灰色で表示されます。

スライド が受け入れられると、セグメ ント の先頭に移動して、受け入れ順に青色に変わり ます。受け入

れられなかったスライド はセグメ ント の下部に残り ます。
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スライド ロード セグメ ント と待機ド ゥロワー内のスライド 位置の間には関係があり ませ

ん。

2.3.4 さらにスライド 情報を表示する も参照してく ださい

アイコン 内容

スライド ポジショ ンが空いています。

スライド が特定されました。

1 ケースの( ロード 済みスライド の内の) 最終スライド 最終スライド が受け入れら

れると、このアイコンは青色に変化します。

スライド 受け入れが完了しました。受け入れられなかったスライド はセグメ ント

の下部に残り ます。

2.3.1.1 受け入れられなかったスライド も参照してく ださい。

却下されたタイムクリ ティ カルなスライド 、またはステータスが「 警告」 のスラ

イド 。

却下されたスライド 、またはステータスが「 注意」 のスライド 。
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2.3.1.1 受け入れられなかったスライド

まれに、処理モジュールがロード されたスライド の評価と受け入れに失敗することがあり ます。

この場合、スライド は長期間セグメ ント の下部に留まり ます。

この状況を打開するには、次を実行します。

1 待機ド ゥロワーからスライド を取り 外し、ド ゥ ロワーを閉じます。

2 処理モジュールがド ゥロワーをスキャンし、ステータス画面を更新するまで待ちます。

3 スライド を待機ド ゥロワーに再ロード します。これで処理モジュールはスライド を識別し、受け

入れて処理することができるよう になり ます。

2.3.2 スライド プロセッ シング セグメ ン
ト

処理と開始スライド の数を交互に表示するには、表示されている値をタッ プしてく ださい。

スライド が処理のために ARC Module( ARCモジュール) に転送されると、セグメ ント の右側に転送順

に表示されます。

スライド プロセッ シング セグメ ント と ARC Module( ARCモジュール) 内のスライド 位置の間には関

係があり ません。

2.3.4 さらにスライド 情報を表示する も参照してく ださい。
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ステータス画面の更新
処理モジュールは、常にスライド のロード を優先するとは限り ません。これは、処理モジュールがスラ
イド の処理の間に各 ARC Module( ARCモジュール) のベーシッ ク クリ ーンを自動的に実行するためで
す。

ベーシッ ク クリ ーン プロセスは、すべての処理対象スライド の染色品質を高レベルに維持するのに役

立ちます。

アイコン 内容

スライド ポジショ ンが空いています

ステータスが「 注意」 のスライド 2.3.5 処理中の予想外のイベント を参照してく ださ
い。

1 つのケースの最終スライド

スライド 処理進行中

完了スライド

不良または無効な ARC Module( ARC モジュール) 。1.11.5 ARC( アクティ ブ リ ー

ジェ ント コント ロール) モジュール を参照してく ださい。

BOND-PRIME Cleaning Kit (BOND-PRIMEクリ ーニングキッ ト )が適用されているか、

スライド 間でベーシッ ク クリ ーンが実行されています。
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アイコン 内容

ARC Module( ARCモジュール) の使用数が上限に達しました。ARC Module( ARCモ

ジュール) は、BOND-PRIME Cleaning Kit (BOND-PRIMEクリ ーニングキッ ト )が適用

されるまで無効になり ます。

未処理またはキャンセルされたスライド 、またはステータスが「 警告」 のスライド 。

未処理のスライド は ARC Module( ARCモジュール) 内に残るため、手動で引き出す

必要があり ます。5.3.3 ARCモジュールからのスライド の手動取り 出し を参照してく

ださい。キャンセルされたスライド は終了ド ゥロワーに転送されます。

2.3.3 スライド プロセッ シング コンプ
リ ート セグメ ント

完了したスライド が ARC Module( ARCモジュール) から終了ド ゥロワーに転送されると、セグメ ント

の下部に完了順に表示されます。

終了ド ゥロワーがいっぱいの場合は、スライド プロセッ シング コンプリ ート セグメ ント に転送できる

まで、スライド プロセッ シング セグメ ント に「 完了スライド 」 アイコンが表示されます。

スライド プロセッ シング コンプリ ート セグメ ント と終了ド ゥロワー内のスライド 位置の

間に関係はあり ません。

2.3.4 さらにスライド 情報を表示する も参照してく ださい。
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アイコン 内容

スライド ポジショ ンが空いています

完了スライド

1 つのケースの最終完了スライド

キャンセルされたスライド またはステータスが「 警告」 のスライド

ステータスが「 注意」 のスライド

2.3.5 処理中の予想外のイベント も参照してく ださい

2.3.4 さらにスライド 情報を表示する
ケースとスライド の「 保護された」 情報を表示するには、ログインする必要があり ます。

2.1 ログインとログアウト を参照してく ださい

セグメ ント 内のスライド をタ ッ プすると、関連するスライド 情報が表示されます。表示されたスライド

画像をタ ッ プすると、ケース ウィ ンド ウが開き、関連するケース情報が表示されます。
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スライド からスライド へ指をド ラッ グすると、表示される情報が継続的に更新されます。

スライド のプロパティ 、開始/終了時間、ケースのプロパティ に関する追加情報については、2.9 ケース

とスライド の詳細情報 も参照してく ださい。

2.3.5 処理中の予想外のイベント
処理中に発生した予想外のイベント に関するアクショ ン キュー アイテム( AQI) が表示された場合は、

フラグの付いたスライド が診断用途に適しているかどう かを確認するための追加の手順を実行する必要

があり ます。

この通知は、染色が何らかの理由で不十分であったことを必ずしも示しているわけではあり ませんが、

システム オペレーターまたはラボラト リ ー スーパーバイザーは次のことを実行する必要があり ます。

1 BOND コント ローラー の スライド 履歴画面を確認します( BOND 7 ユーザーマニュアル を参照

してく ださい) 。

2 BOND-PRIME処理モジュールから削除されたフラグ付きスライド と同じ Slide ID を持つ、ステー

タスが終了 ( イベント が記録されました) のスライド を探します。

3 このスライド を選択し、イベント の実行ボタンをクリ ッ クして、イベント 実行レポート を生成し

ます。

通知の原因となったイベント は太字で表示されます。スライド に通知されたイベント の性質に関

する重要情報が提供されているので、システム オペレーターまたはラボラト リ ー スーパーバイ

ザーは、通知されたイベント について慎重に検討してく ださい。
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4 コント ロールスライド を精査します。

5 染色された組織を精査します。

施設で染色の質を判断的できない時は、通知に関して病理医師に報告するか、スライド を再処理してく

ださい。単一のイベント 実行レポート 内に複数の通知が存在する場合があり ます。スライド が 終了

( イベント が記録されました) ステータスで完了した場合、レポート 全体が検証されていることを確認

してく ださい。ステータスが終了( OK) の場合、レポート を検証する必要はあり ません。
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2.4 アクショ ン キューとアラート バナー

2.4.1 アクショ ン キューの表示と非表示
アクショ ン キューは、処理モジュール、試薬、および/またはスライド のステータスに関する重要な

メ ッ セージのリ スト です。これらのメ ッ セージは、処理モジュールに関する情報やメ ンテナンス タスク

を実行する指示に関するものです。

新しいアクショ ン キュー アイテム( AQI) がある場合、タ ッ チスクリ ーンの下部にアラート バナーが

表示されます。Xをクリ ッ クするとアラート バナーを非表示にできます( 2.4.3 アラート バナーを手動

で非表示にする を参照してく ださい) 。

1 アクショ ン キューを表示/非表示にするには、[アクショ ン キュー] ボタンをタ ッ プします。

2 アクショ ン キュー内の各アイテムに関する情報を表示するには、アイテムの右側の矢印をタッ プ

してく ださい。

各アクショ ン キュー アイテムの重要度はアイコンで次のよう に示されます。

警告： 直ちにアクショ ンを取ってく ださい。

注意： 次の機会にアクショ ンを取ってく ださい。

情報： 参考にしてく ださい。

[アクショ ン キュー] ボタンの数字は、警告と注意の数のみを反映しています。
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2.4.2 アクショ ンキューアイテムで提示さ
れたタスクを完了させる

アクショ ン キュー アイテムに記載されているタスクを完了すると、そのアイテムはアクショ ン キュー

から自動的に削除され、アラート バナーが閉じられます。

スライド に関する情報を提供しているアクショ ン キュー アイテムは、そのスライド の処理が終了して

処理モジュールから削除されるまで、アクショ ン キューに残り ます。

メ ンテナンス関連のタスクについては、 4 メ ンテナンスとクリ ーニング を参照してく ださい。

2.4.3 アラート バナーを手動で非表示にす
る

アラート バナーが表示されていて即時の対応が必要な

場合にアラーム音が鳴り ます。
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1. 画面下部にあるバナーの Xをタ ッ プします。

BOND-PRIMEソフト ウェ アでアラート バナーを手動で非表示にすることもできますが、

Leica Biosystems Melbourne Pty Ltd では、可能なら提示されたタスクを完了するよう に

推奨しています。

2.4.2 アクショ ンキューアイテムで提示されたタスクを完了させる を参照してく ださい。
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2.5 スライド をプリ ロード する

警告：試薬を使用したり 処理モジュールを操作したり する前に、最低限必要な個人用保

護具( PPE) を着用してく ださい。 一般的注意 を参照してく ださい。

この手順を開始する前に、処理モジュールにログインしていることを確認してく ださ

い。2.1 ログインとログアウト を参照してく ださい。

スライド ラベル全体がスライド の正しい位置に貼り 付

けられていることを確認してく ださい。

1 枚のスライド に 2 枚以上のラベルを重ねて貼り 付けな

いでく ださい。

スライド に次の物質が付着していないことを確認しま

す。

l 余分な水分やゴミ 。例：ほこり 、ワッ クス、ガ

ラス片など。

l 剥がした/貼り 直したラベルの粘着性の残留物。

1. 組織の接着性を改善するために、スライド を 60℃
( 140 °F) で 60 分間焼きます。

待機ド ゥロワーは左側のド ゥロワーです。
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2. 待機ド ゥロワー ステータス LED が緑色に点灯して

いることを確認してから、ハンド ルを引いてド ゥロ

ワーを開いてく ださい。

3. 1 - 24 枚のスライド をラベル側を上にして空の位置

にプリ ロード してく ださい。ラベルがはみ出して

いないか確認してく ださい。

優先スライド がある場合は、最初にそれらをプリ

ロード してから待機ド ゥロワーを閉じてく ださい。

脱パラフィ ンしたスライド を最大 6
枚までプリ ロード できます。脱パラ

フィ ンしたスライド は、「 許容開始

期間」 内に処理を開始してく ださ

い。開始しない場合、タ ッ チスク

リ ーンに警告が表示されます。

一緒にスキャンされたスライド は同

時にスケジュールされます。

4. すべてのスライド がスライド ド ゥ ロワー インサー

ト に正し く 配置されていることを確認し、待機ド ゥ

ロワーを閉じてく ださい。
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2.6 プリ ロード 画面
プリ ロード 画面には以下のビューが表示されます。

l 待機ド ゥロワー ビュー —待機ド ゥロワー内のスライド 位置を物理的に表示します。

l 待機ケース ビュー —待機ド ゥロワー内の各ケースの各スライド 位置を物理的に表示します。

画面上部のト グルを使用してビューを切り 替えることができます。

スライド をまとめてロード すると、スキャンされて優先順位が付けられます。これに

よって処理モジュールは可能な限り 効率的に最後のスライド まで処理を完了します。

凡例

1 2.6.1 待機ド ゥロワー ビュー

2 2.6.2 待機ケース ビュー
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2.6.1 待機ド ゥロワー ビュー
待機ド ゥロワー ビューには、画面上に表示されるスライド 位置と待機ド ゥロワー内の実際の位置との関

係が表示されます。現在評価中のスライド は、評価プロセスが完了するまで詳細が表示されません。

待機ド ゥロワー ビューでのスライド 位置
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待機ド ゥロワーでのスライド 位置

以下も参照してく ださい。
l 2.5 スライド をプリ ロード する

l 2.9 ケースとスライド の詳細情報
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2.6.2 待機ケース ビュー
待機ケース ビューでのスライド 位置

アイコン 内容

検出されたスライド

読取不可スライド

特定されたスライド

受け入れられたスライド

ステータスが「 注意」 のスライド
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アイコン 内容

拒否されたスライド

拒否されたタイムクリ ティ カルなスライド

このケースの 1 枚以上のスライド が完了、未処理、またはキャンセルされています

ステータスが「 警告」 のスライド

このケースのスライド は受入れ完了あるいは評価中です

このケースのスライド は処理中です

以下も参照してく ださい。
l 2.5 スライド をプリ ロード する

l 2.9 ケースとスライド の詳細情報
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2.7 スライド をアンロード する

警告：試薬を使用したり 処理モジュールを操作したり する前に、最低限必要な個人用保

護具( PPE) を着用してく ださい。 一般的注意 を参照してく ださい。

この手順を開始する前に、処理モジュールにログインしていることを確認してく ださ

い。2.1 ログインとログアウト を参照してく ださい。

1. 終了ド ゥロワーは右側のド ゥロワーです。

2. 終了ド ゥロワー ステータス LED が緑色に点灯して

いることを確認してから、ハンド ルを引いてド ゥロ

ワーを開いてく ださい。

3. ド ゥ ロワーを閉じる前にすべてのスライド をアン

ロード してく ださい。アンロード しないと、「 予想

外のスライド 」 という 警告が表示されます。

すべてのスライド をアンロード しないと、スライド

が保湿されなく なり 、染色の品質が損なわれる可能

性があり ます。
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4. 終了ド ゥロワーを閉じてく ださい。
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2.8 アンロード 画面
アンロード 画面には以下のビューが表示されます。

l 終了ド ゥロワー ビュー —終了ド ゥロワー内のスライド 位置を物理的に表示します。

l 終了ケース ビュー —終了ド ゥロワー内の各ケースの各スライド 位置を物理的に表示します。

画面上部のト グルを使用してビューを切り 替えることができます。

凡例

1 2.8.1 終了ド ゥロワー ビュー

2 2.8.2 終了ケース ビュー
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2.8.1 終了ド ゥロワー ビュー
終了ド ゥロワー ビューには、画面上に表示されるスライド 位置と終了ド ゥロワー内の実際の位置との関

係が表示されます。

終了ド ゥロワー ビューでのスライド 位置

終了ド ゥロワーでのスライド 位置
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以下も参照のこと。
l 2.7 スライド をアンロード する

l 2.9 ケースとスライド の詳細情報

l 2.3.5 処理中の予想外のイベント (ステータスが「 注意」 のスライド )

2.8.2 終了ケース ビュー
終了ケース ビューでのスライド 位置

アイコン 内容

完了スライド

ステータスが「 注意」 のスライド

キャンセルされたスライド またはステータスが「 警告」 のスライド

このケースのスライド は処理待ちです
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アイコン 内容

このケースのスライド は処理中です

このケースの一部のスライド 処理を正常に完了しました

このケースのすべてのスライド 処理を正常に完了しました

予想外のスライド -
2.7 スライド をアンロード する を参照してく ださい

以下も参照してく ださい。
l 2.7 スライド をアンロード する

l 2.9 ケースとスライド の詳細情報

l 2.3.5 処理中の予想外のイベント (ステータスが「 注意」 のスライド )
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2.9 ケースとスライド の詳細情報
ケースとスライド のより 詳細なプロパティ を表示するには、次の場所をタッ プしてく ださい。

l ステータス画面の基本的なスライド 情報

l プリ ロード 画面またはアンロード 画面( ド ゥ ロワーまたはケース ビュー) のスライド アイコン -
表示される情報ウィ ンド ウで、選択したスライド が強調表示されます。

l プリ ロード 画面またはアンロード 画面のケース タイル( ケース ビュー) - 表示される情報ウィ ン

ド ウで、ケースの最初のスライド が強調表示されます。
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1 情報ウィ ンド ウでスライド をタ ッ プすると、その詳細が表示されます。

以下も参照してく ださい。
l 2.9.1 1 つのケースの各スライド を表示する

l 2.9.2 処理中のスライド を停止する
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2.9.1 1 つのケースの各スライド を表示す
る

1. スライド をタ ッ プすると、そのスライド の詳細が表

示されます。
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2.9.2 処理中のスライド を停止する
1. ケース詳細画面で、スライド を選択してから 停止

をタッ プします。

2. はいをタッ プしてく ださい。

3. 閉じるをタ ッ プします。

キャンセルされたスライド は終了ド ゥロワーに転送

され、赤色で表示されます。
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2 タ ッ チスクリ ーン

2.10 試薬画面

2.10.1試薬コンテナと試薬ト レイの準備
警告：試薬を使用したり 処理モジュールを操作したり する前に、最低限必要な個人用保

護具( PPE) を着用してく ださい。 一般的注意 を参照してく ださい。

シングル試薬ト レイ
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2 タ ッ チスクリ ーン

デュアル試薬ト レイ

警告：デュアル試薬ト レイを閉じるときに指を挟まれる危険があり ます。

試薬コンテナを試薬ト レイに完全に挿入すると、「 カチッ 」 という 音が聞こえます。試薬コンテナの蓋

がコンテナの背面にあるタブに完全にはめ込まれていることを確認してく ださい。完全にはめ込まれて

いないと、蓋が隣接する試薬レーンの試薬コンテナの位置合わせを妨げてしまう 可能性があり ます。

デュアル試薬ト レイを完全に閉じるときにもカチッ という 音がします。

コンテナにバーコード ラベルが完全に貼り 付けられていることを確認します。ラベルが浮いている場合

は押し付けて貼り 付けます。

上部のバーコード ラベルに付着した水分や結露を拭き取り ます。
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2 タ ッ チスクリ ーン

2.10.2試薬ト レイをロード する
警告：試薬を使用したり 処理モジュールを操作したり する前に、最低限必要な個人用保

護具( PPE) を着用してく ださい。 一般的注意 を参照してく ださい。

1. 両方の試薬ト レイを処理モジュールにロード してく

ださい。

a. 試薬プラッ ト フォームに試薬ト レイを配置して

く ださい。

b.カチッ と音がするまで試薬ト レイを押し込んで

く ださい。

ロード した試薬と検出システムが試薬画面に表示され

ます。

試薬ト レイをロード するときは、試薬のこぼれや汚染の可能性を避けるために滑らかに動かしてく ださ

い。試薬コンテナを試薬ト レイに試薬プラッ ト フォームに完全に挿入すると、「 カチッ 」 という 音が聞

こえます。

画面上のアイコンの背景色は、ロード された試薬システムまたは試薬コンテナの内容物に連動していま

す。また、試薬システムまたは試薬コンテナが 1 つ以上のスライド に割り 当てられている場合、背景色

が変わり ます。試薬ト レイまたは試薬コンテナが割り 当てられていない場合、アイコンの背景色は明る

い灰色になり ます。

アイコンの上部にある濃い色の水平バーは、残り の試薬量を表しています。バーが短いほど残量が少な

いことを示します。

試薬ト レイが使用されてロッ クされる時間( 時間数と分数) が試薬レーンの下部に表示されます。試薬

プラッ ト フォームの該当レーンには赤色の LED も点灯します。
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2 タ ッ チスクリ ーン

数分経っても試薬が登録されない場合は、試薬ト レイを取り 外し、別の試薬レーンに再度挿入して、試

薬スキャンを再始動します。

2.10.3試薬システムのアイコン例
割り 当てられた BOND-PRIME Polymer DAB
Detection System( デュアル試薬ト レイ )

未割り 当ての BOND-PRIME Cleaning Kit (BOND-
PRIMEクリ ーニングキッ ト )

( シングル試薬ト レイ )

2.10.4試薬コンテナのアイコン例

空の試薬ト レイ ポジショ ン

未割り 当ての試薬コンテナ

割り 当てられた試薬コンテナ

未認識の試薬コンテナ

無効または期限切れの試薬コンテナ( または試薬システム)

試薬未登録
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2 タ ッ チスクリ ーン

2.10.5試薬システムと試薬コンテナの詳細
を表示する

試薬システムの詳細
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試薬の詳細
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2 タ ッ チスクリ ーン

2.10.6試薬ト レイをアンロード する
警告：試薬を使用したり 処理モジュールを操作したり する前に、最低限必要な個人用保

護具( PPE) を着用してく ださい。 一般的注意 を参照してく ださい。

試薬ト レイの使用予定時間が試薬画面に表示されます。使用されていないときはト レイを取り 外すこと

ができます。

1. 試薬ト レイを処理モジュールから取り 外します。

a. 試薬レーン LED が緑色に点灯するまで待ちま

す。

b.試薬ト レイを試薬プラッ ト フォームから取り 外

します。

2. 試薬の蒸発を防ぐため、試薬コンテナの蓋をしっか

り と閉めてく ださい。蓋を完全に閉めると 「 カ

チッ 」 と音がします。

ラベルまたは試薬データシート の推奨に従って、試

薬を直ちに保管してく ださい。
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2 タ ッ チスクリ ーン

2.11 メ ンテナンス画面

凡例

1 ロッ ク解除

4.3 Alcohol Container( アルコール コンテ
ナ) の補充

2 スケジュール

4.6 BOND-PRIME Cleaning Kit (BOND-PRIME
クリ ーニングキッ ト )の使用

3 メ ンテナンスを開始

4.7 メ ンテナンスを開始

4 ARC Refresh Kit( ARCリ フレッ シュ キッ ト )
の交換

4.14 BOND-PRIME ARC Refresh Kit( BOND-
PRIME ARCリ フレッ シュ キッ ト ) の使用

5 サクショ ンカッ プの交換

4.11 サクショ ンカッ プの交換

6 バルク コンテナ クリ ーニング

4.16 ロッ クされたバルク試薬コンテナのク
リ ーニング
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3 クイッ クスタート

警告：試薬を使用したり 処理モジュールを操作したり する前に、最低限必要な個人用保

護具( PPE) を着用してく ださい。 一般的注意 を参照してく ださい。

このセクショ ンの内容

3.1 はじめに 98

3.2 処理モジュールの開始 99

3.3 試薬ト レイと DS9824検出システムのロード 101

3.4 スライド のプリ ロード 、処理、アンロード 103



3 クイッ クスタート

3.1 はじめに
本章には、BOND-PRIME処理モジュールでサンプルを実行する方法の説明が記載されています。

サンプルケースを作成して、4つのスライド を構成して処理します。

このプロセスでは、即時利用可能な4つのBOND一次抗体を使用します。

l *CD5

l *CD3

l *CD10

l *Bcl-6

このプロセスでは、以下の抗体で、デフォルト のプロト コールと検出システムを使用します。

l *IHC Protocol F

l BOND-PRIMEPolymer DAB Detection System( DS9824)

このプロセスでは、補助BOND-PRIME Hematoxylin( AR0096) を使用します。

この手順は、ISH プローブとプロト コールにも適用することができます。

抗体をプローブに入れ替え、IHCプロト コールを ISH プロト コルに置き換えることができます。

以下の初期タスクの詳細については、BOND 7ユーザーマニュアルの「 クイッ クスタート 」 の章を参照

してく ださい。

l 初期点検と起動*

l プロト コールと試薬の点検

l スライド の設定( スライド のラベル付けまで)

スライド をロード する前に熱処理の時間を長く すると、組織の接着が改善される場合が

あり ます。

* スライド ラベラーと BONDコント ローラーにのみ関連します( BOND-ADVANCEの場合はターミ ナルを

含む) 。
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3 クイッ クスタート

3.2 処理モジュールの開始

1. 処理モジュールの電源を入れてく ださい。

a. リ ザーバー キャビネッ ト のド アを開いてく ださ

い。

b. AC電源スイッ チを時計回り に回してく ださい。

c. リ ザーバー キャビネッ ト のド アを閉じてく ださ

い。

2. 処理モジュールの電源を入れると、ログイン画面が

表示される前に初期化が行われます。初期化は

8～15 分かかり ます。処理モジュールの初期化に失

敗する場合は、5.1 初期化の失敗 を参照してく ださ

い。

ステータス画面が表示されます。
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3 クイッ クスタート

3. 処理モジュールが初期化されたら、ログインをタ ッ

プしてく ださい。

4. タ ッ チスクリ ーンにログインしてく ださい。

a. ログイン画面で、ユーザー名をタッ プしてく だ

さい。

b. PINを入力してく ださい。

5. 処理が必要なタスクがアクショ ン キューに表示さ

れている場合はそのタスクを完了してく ださい。

アクショ ン キューに示されている措置がメ ンテナ

ンス関連の場合は、4 メ ンテナンスとクリ ーニング

を参照してく ださい。

アクショ ン キューの項目のステータスアイコン：

警告：直ちに対処してく ださい。

注意：次の機会に対処してく ださい。

情報：ユーザーへの注意事項です。

処理モジュールが初期化されない場合は、5.1 初期化の失敗を参照してく ださい。
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3 クイッ クスタート

3.3 試薬ト レイと DS9824検出システムのロー
ド

容量を確認するための時間的余裕ができるよう に、分析の開始時( スライド をロード する前) に試薬を

ロード します。

1. 試薬ト レイをロード します。

a. 試薬ト レイに試薬容器を挿入してく ださい。カ

チッ という 音がするまで、容器を完全に挿入し

てく ださい。

b.すべての容器の蓋を開けてく ださい。

2. BOND-PRIMEPolymer DAB Detection System
( DS9824) をロード します。

a. 検出システムを開いてく ださい。

b.すべての容器の蓋を開けてく ださい。

c. 検出システムを閉じてく ださい。

DS9824に含まれている容器は6つのみ

です。

l 過酸化物ブロッ ク

l ポスト プライマリ ー

l ポリ マー

l DAB パーツ 1

l DAB パーツ B x 2
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3. 両方の試薬ト レイを処理モジュールにロード してく

ださい。

a. 試薬プラッ ト フォームに試薬ト レイを配置して

く ださい。

b.カチッ と音がするまで試薬ト レイを押し込んで

く ださい。

ロード した試薬と検出システムが試薬画面に表示され

ます。
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3.4 スライド のプリ ロード 、処理、アンロー
ド

1. 待機ド ゥロワー ステータス LED が緑色に点灯して

いることを確認してから、ハンド ルを引いてド ゥロ

ワーを開いてく ださい。

2. 1 - 24 枚のスライド をラベル側を上にして空の位置

にプリ ロード してく ださい。ラベルがはみ出して

いないか確認してく ださい。

優先スライド がある場合は、最初にそれらをプリ

ロード してから待機ド ゥロワーを閉じてく ださい。

脱パラフィ ンしたスライド を最大 6
枚までプリ ロード できます。脱パラ

フィ ンしたスライド は、「 許容開始

期間」 内に処理を開始してく ださ

い。開始しない場合、タ ッ チスク

リ ーンに警告が表示されます。

一緒にスキャンされたスライド は同

時にスケジュールされます。

3. すべてのスライド がスライド ド ゥ ロワー インサー

ト に正し く 配置されていることを確認し、待機ド ゥ

ロワーを閉じてく ださい。
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待機ド ゥロワーを開く と、プリ ロード 画

面が自動的に表示されます。

4. ステータスをタ ッ プして、スライド の処理ステータ

スを表示します。スライド が待機ド ゥロワーにある

場合は、それが画面のロード 済みエリ アに表示され

ます。

作業スペースでスライド が処理されている間は、スラ

イド が画面の処理エリ アに表示されます。

スライド が終了ド ゥロワーにある場合は、スライド が

画面の完了エリ アに表示されます。
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5. アンロード をタ ッ プすると、終了ド ゥロワーにおけ

る各スライド の位置が表示されます。

6. 終了ド ゥロワー ステータス LED が緑色に点灯して

いることを確認してから、ハンド ルを引いてド ゥロ

ワーを開いてく ださい。

7. 終了ド ゥロワーからすべてのスライド を取り 出しま

す。

完了したスライド をすべて高い頻度でアンロード し

てく ださい。終了ド ゥロワーが容量の上限に達する

と、処理が妨げられ、完了推定時間が長く なる可能

性があり ます。終了ド ゥロワーを閉じる際は、決し

てスライド を含めないでく ださい。

8. 終了ド ゥロワーを閉じてく ださい。
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スライド のアンロード が完了したら、試薬画面をチェ ッ クして、使用する必要のなく

なった試薬があるかどう かを確認します。試薬がある場合は、試薬を取り 出して、試薬

が蒸発しないよう に試薬容器の蓋をしっかり と閉めてく ださい。ラベルまたは試薬デー

タシート に記載されている手順に従って、試薬を速やかに保管してく ださい。

BOND-PRIMEユーザーマニュアル, 91.7500.516 A09
Copyright © 2023 Leica Biosystems Melbourne Pty Ltd

106



BOND-PRIMEユーザーマニュアル, 91.7500.516 A09
Copyright © 2023 Leica Biosystems Melbourne Pty Ltd

107

4 メ ンテナンスとクリ ーニン
グ

警告：処理モジュールをメ ンテナンスする前に、最小限必要な PPEを着用してく ださ

い。 一般的注意 を参照してく ださい。

このセクショ ンの内容

4.1 メ ンテナンス スケジュール 108

4.2 DI Water Container( DI Water コンテナ) の補充 111

4.3 Alcohol Container( アルコール コンテナ) の補充 113

4.4 ロッ ト 追跡バルクコンテナの補充 116

4.5 廃液コンテナの内容物の廃棄 119

4.6 BOND-PRIME Cleaning Kit (BOND-PRIMEクリ ーニングキッ ト )の使用 121

4.7 メ ンテナンスを開始 125

4.8 ARC Module( ARCモジュール) 内側の拭き取り 127

4.9 試薬プラッ ト フォームと ARC Bank( ARCバンク ) の表面の拭き取り 131

4.10サクショ ンカッ プのクリ ーニング 135

4.11サクショ ンカッ プの交換 139

4.12
スライド ド ゥ ロワー インサート 、排水溝と廃液サンプ、ピッ クアッ プ フィ ルターのク
リ ーニング 143

4.13洗浄/PRIMEステーショ ンのクリ ーニング 152

4.14BOND-PRIME ARC Refresh Kit( BOND-PRIME ARCリ フレッ シュ キッ ト ) の使用 156

4.15Bulk DI Water Container (バルク コンテナ DI Water) のクリ ーニング 161

4.16ロッ クされたバルク試薬コンテナのクリ ーニング 164

4.17廃液コンテナのクリ ーニング 174

4.18サンプト レイのクリ ーニング 177

4.19メ ンテナンスの停止 179

4.20処理モジュールのシャッ ト ダウン 181

4.21電源ヒューズの交換 183
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4.1 メ ンテナンス スケジュール

4.1.1 予防的メ ンテナンスのリ マインダー
BOND-PRIME処理モジュールを使用する際は、漏れ、磨耗、損傷部品がないかどう かを確認してく ださ

い。本ユーザーマニュアルには、一部の部品のクリ ーニングまたは交換を行う 方法が記載されていま

す。他の部品の修理や交換が必要な場合は、カスタマーサポート までご連絡く ださい。

Leica Biosystems Melbourne Pty Ltdサービスエンジニアが、BOND-PRIME処理モジュールの予防メ ンテ

ナンスを定期的に行う 必要があり ます。

予防メ ンテナンスは毎年または 2 万枚のスライド ごと ( いずれか早いほう ) に実施してく ださい。

4.1.2 クリ ーニングと メ ンテナンスのスケ
ジュール

各処理モジュールで週に約 300 枚のスライド を染色する場合は、このスケジュールを使用してく ださ

い。これ以上のスライド を染色する場合は、カスタマーサポート にご連絡く ださい。スケジュールをカ

スタマイズすることができます。4 メ ンテナンスとクリ ーニングを参照してく ださい。

1週間に 300 枚以上のスライド を染色する場合は、以下のアスタリ スクの付いているタス

クをより 頻繁に実施してく ださい。

毎日
l ステータス画面のアクショ ン キューとアラート バナーをチェ ッ クして、必要に応じて該当する

メ ンテナンスとクリ ーニングを実施してく ださい。また、作業時間中に処理モジュールに戻る際

も、これを行う 必要があり ます。

必要に応じて( 処理モジュールがBONDコント ローラー に接続されて
いることを確認してく ださい)

l Bulk DI Water Container( バルク コンテナ DI Water) の補充

l Bulk Alcohol Container( バルク コンテナ アルコール) の補充

l バルク試薬コンテナの補充

l 廃液コンテナの内容物の廃棄

毎週
l ARC Module( ARCモジュール) 内側の拭き取り

l 試薬プラッ ト フォームと ARC Bank( ARCバンク ) の表面の拭き取り

l サクショ ンカッ プのクリ ーニング
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2ヵ 月ごと
l サクショ ンカッ プの交換( スライド 3,400枚ごと )

l スライド ド ゥ ロワー インサート 、排水溝と廃液サンプ、終了ド ゥロワーのピッ クアッ プフィ ル

ターのクリ ーニング*

l 洗浄/ PRIMEステーショ ンのクリ ーニング*

l サンプト レイのクリ ーニング*

l ダスターまたは布を用いた外側の表面のクリ ーニング

l ( フタにある ) バーコード スキャナーのクリ ーニング( リ ント フリ ーの清潔な布を DI Water で湿

らせて使用)

6ヵ 月ごと ( または処理モジュールが 14 日以上アイド ル状態になって
いた場合)

l すべてのバルクコンテナのクリ ーニング( 廃液コンテナを含む)

l ハンド ヘルド バーコード スキャナー( BONDコント ローラー に接続されている ) のクリ ーニング

( リ ント フリ ーの清潔な布を DI Water で湿らせて使用)

8ヵ 月ごと /スライド 7,500 枚ごと
l BOND-PRIME ARC Refresh Kit( BOND-PRIME ARCリ フレッ シュ キッ ト ) の使用( ミ キシング

ウェ ル プレート と ARC Covertile の交換)

アクショ ン キューに通知が表示された場合
l BOND-PRIME Cleaning Kit (BOND-PRIMEクリ ーニングキッ ト )の使用

17～23 回の使用回数を目安として、ARC Modules( ARCモジュール) を清掃する必要が

あり ます。

クリ ーニングと メ ンテナンスタスクの全リ スト については、4 メ ンテナンスとクリ ーニングを参照して

く ださい。

次のページを印刷して、チェ ッ クリ スト と して使用することができます。BOND-PRIME
Wash Solution Concentrate、ER1、ER2、Dewax Solution のロッ ト 番号を記録すること

もできます。
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4.1.3 クリ ーニングと メ ンテナンスの
チェ ッ クリ スト

毎日 /必要に応じて 月 火 水 木 金 土 日

* * * * * * *
アクショ ン キューとアラート バナーのチェ ッ ク

バルク コンテナの補充または内容物の廃棄( 必要

に応じて)

BOND-PRIMEWash Solution Concentrate のロッ ト

番号

ER1 のロッ ト 番号

ER2 のロッ ト 番号

Dewax Solution のロッ ト 番号

毎週

ARC Module( ARCモジュール) 内側の拭き取り *
試薬プラッ ト フォームと ARC Bank( ARCバンク )
の表面の拭き取り

*

サクショ ンカッ プのクリ ーニング *
2ヵ 月ごと

サクショ ンカッ プの交換( スライド 3,400枚ごと ) *
スライド ド ゥ ロワー インサート 、排水溝と廃液サ

ンプ、終了ド ゥロワーのピッ クアッ プフィ ルター

のクリ ーニング*

*

洗浄/ PRIMEステーショ ンのクリ ーニング* *
サンプト レイのクリ ーニング* *
外側の表面のクリ ーニング *
( フタにある ) バーコード スキャナーのクリ ーニ

ング
*

6ヵ 月ごと

すべてのバルクコンテナと廃液コンテナのクリ ー

ニング
*

( BOND コント ローラー にある ) ハンド ヘルド

バーコード スキャナーのクリ ーニング
*

8ヵ 月ごと /スライド 7,500 枚ごと

BOND-PRIME ARC Refresh Kit( BOND-PRIME ARC
リ フレッ シュ キッ ト ) の使用

*

通知

BOND-PRIME Cleaning Kit (BOND-PRIMEクリ ーニ

ングキッ ト )の使用
* * 必要に応じて、これらのタスクをより 頻繁に実行し

てく ださい。

_____________________月___________________日～____________________ 日
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4.2 DI Water Container( DI Water コンテナ)
の補充

DI Water Container( DI Water コンテナ) はバルクコン

テナ キャビネッ ト の左側にあり ます。

1. DI Water Container( DI Water コンテナ) を取り 外

してく ださい。

a. DI Water ボタンを押してく ださい。

b.処理モジュールからコンテナを引き出してく だ

さい。

警告：DI Water Container( DI Water コ
ンテナ) を持ち上げる際は、両手を使用

してく ださい。

DI Water を利用できる状態を維持するた

めに、コンテナは速やかに戻してく ださ

い。

2. DI Water Container( DI Water コンテナ) のキャッ

プを取り 外してく ださい。
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3. 補充線に達するまで、コンテナに DI Water を注い

でく ださい。

4. DI Water Container( DI Water コンテナ) のキャッ

プを元に戻してく ださい。

5. 補充した DI Water Container( DI Water コンテナ)
を再度挿入してく ださい。

a. 両手を使って、DI Water Container( DI Water コ
ンテナ) を処理モジュールに再度挿入してく だ

さい。

b.カチッ という 音がするまでコンテナを挿入し

て、所定の位置に収めてく ださい。

コンテナが完全に挿入されていることを確認してく

ださい。コンテナが適切な位置に収まっていない

と、待機ド ゥロワーでスライド が却下される可能性

があり ます。
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4.3 Alcohol Container( アルコール コンテ
ナ) の補充

この手順を開始する前に、処理モジュールにログインしていることを確認してく ださ

い。2.1 ログインとログアウト を参照してく ださい。

1. メ ンテナンスをタ ッ プしてく ださい。

2. アルコール補充の横にあるロッ ク解除をタッ プして

く ださい。

Bulk Alcohol Container( バルク コンテナ アルコー

ル) の補充を求めるポッ プアッ プ ウィ ンド ウが表示さ

れます。
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コンテナのロッ クが解除されると、カチッ という 音が

します。ロッ ク解除された状態が続く のは 30 秒間だけ

です。

3. コンテナの上部を手前に引いてく ださい。

4. コンテナの蓋を開けてく ださい。

5. アルコールをバルク コンテナの最大補充線まで注

いでく ださい。
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6. コンテナの蓋を閉めてく ださい。

7. コンテナを処理モジュールに押し込んでく ださい。

8. 閉じるをタ ッ プしてく ださい。
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4.4 ロッ ト 追跡バルクコンテナの補充

この手順を開始する前に、処理モジュールにログインしていることを確認してく ださ

い。2.1 ログインとログアウト を参照してく ださい。

BOND-PRIMEには、以下のロッ ト 追跡バルクコンテナ

があり ます。

l Dewax Solution

l ER1

l ER2

l Wash Concentrate

1. 供給ボト ルのバーコード をスキャンして、ロッ ト 番

号が追跡されていることを確認してく ださい。

スキャナーの前で手を振ると、レー

ザーがアクティ ブ化されます。また

は、ボト ル( フタの上) の反射を利

用して、ボト ルの 2D バーコード に

レーザーを当ててく ださい。

2. 閉じるをタ ッ プしてく ださい。
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コンテナのロッ クが解除されると、カチッ という 音が

します。ロッ ク解除された状態が続く のは 30 秒間だけ

です。

3. コンテナの上部を手前に引いてく ださい。

4. コンテナの蓋を開けてく ださい。

5. ボト ルを開け、ラボラト リ ーの手順に従って耐タン

パー シールリ ングを廃棄してく ださい。
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6. 溶液をバルク コンテナに最大充填線まで注いでく

ださい。

試薬を水で希釈しないでく ださい。

警告：こぼれを防ぐため、処理モジュー

ルから離れた位置でバルク試薬コンテナ

を補充しないでく ださい。

7. コンテナの蓋を閉めてく ださい。

8. スト ッ カーを処理モジュールに押し戻してく ださ

い。
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4.5 廃液コンテナの内容物の廃棄

警告：処理モジュールをメ ンテナンスする前に、最小限必要な PPEを着用してく ださ

い。 一般的注意 を参照してく ださい。

廃液コンテナはバルク コンテナ キャビネッ ト の右側に

あり ます。

1. 廃液コンテナを取り 外してく ださい。

a. 廃液ボタンを押してく ださい。

b.処理モジュールからコンテナを引き出してく だ

さい。

警告：廃液コンテナを持ち上げる際

は、両手を使用してく ださい。

2. 廃液コンテナのキャッ プを取り 外してく ださい。
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3. ラボラト リ ーの手順に従って、内容物を空にしてく

ださい。廃液容量を維持するために、コンテナは速

やかに処理モジュールに戻してく ださい。

ハザード 廃液の例をご覧く ださい。

警告：廃液を廃棄する際は、施設現場に

適用されるすべての手順や法規制を遵守

してく ださい。

4. 廃液コンテナのキャッ プを元に戻してく ださい。

5. 廃液コンテナを再度挿入してく ださい。

a. 廃液コンテナを処理モジュールに再度挿入して

く ださい。

b.カチッ という 音がするまでコンテナを挿入し

て、所定の位置に収めてく ださい。

コンテナが完全に挿入されていることを確認してく

ださい。コンテナが適切な位置に収まっていない

と、待機ド ゥロワーでスライド が却下される可能性

があり ます。
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4.6 BOND-PRIME Cleaning Kit (BOND-PRIME
クリ ーニングキッ ト )の使用

必要に応じて以下を参照してく ださい。

l 4.2 DI Water Container( DI Water コンテナ) の補充

l 4.3 Alcohol Container( アルコール コンテナ) の補充

l 4.4 ロッ ト 追跡バルクコンテナの補充

l 4.5 廃液コンテナの内容物の廃棄

BOND-PRIME Cleaning Kit (BOND-PRIMEクリ ーニングキッ ト )を事前にスケジュールする

ことはできません。

この手順を開始する前に、処理モジュールにログインしていることを確認してく ださ

い。2.1 ログインとログアウト を参照してく ださい。

BOND-PRIME Cleaning Kit (BOND-PRIMEクリ ーニング

キッ ト )を実行する時期になると、アクショ ン キューに

メ ッ セージが表示されます。17～23 回の使用回数を目

安として、ARC Modules( ARCモジュール) を清掃す

る必要があり ます。

BOND-PRIME Cleaning Kit (BOND-PRIMEクリ ーニング

キッ ト )をBONDConroller に登録する必要があり ます

( BOND 7ユーザーマニュアルを参照) 。

一部の ARC Modules( ARCモジュール) は、清掃が完

了するまで無効化されます。

清掃を開始する際は、待機ド ゥロワーと

終了ド ゥロワーにスライド が入っていな

いことを確認してく ださい。
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1. BOND-PRIME Cleaning Kit (BOND-PRIMEクリ ーニ

ングキッ ト )が入っている試薬ト レイを取り 出して

く ださい。

2. 試薬コンテナの蓋を開けます。蓋が開く と、カチッ

という 音がします。

3. 処理モジュールに試薬ト レイを挿入します。

a. 試薬ト レイを処理モジュールのところに持って

いきます。

b.試薬ト レイを試薬プラッ ト フォームに押し込み

ます。

c. カチッ という 音がするまで、ト レイを適切に挿

入してく ださい。

BOND-PRIME Cleaning Kit (BOND-PRIMEクリ ーニング

キッ ト )が試薬画面に表示されます。
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4. 「 BOND-PRIME Cleaning Kit (BOND-PRIMEクリ ー

ニングキッ ト )の実行」 の横にあるスケジュールを

タッ プします。

スケジュールボタンが無効化され、ボタンの横にある

ステータスアイコンにスケジュールが進行中であるこ

とが示されます。

スケジュールボタンが非アクティ ブ化され、アイコン

に回転状態が表示されたら、新しいスライド を待機

ド ゥロワーにロード することができます。

清掃プロセス完了までの残り 時間が分単位で表示され

ます。

BOND-PRIME Cleaning Kit (BOND-PRIMEクリ ーニング

キッ ト )が完了すると、スケジュールボタンが有効化さ

れ、キッ ト が再度必要になるまでに処理できるスライ

ド の数が表示されます。
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5. 試薬ト レイを取り 外してく ださい。

a. 試薬レーン LED が赤色になっていることを確認

してく ださい。これは、使用されていないこと

を意味します。

b.試薬プラッ ト フォームから試薬ト レイを取り 外

してく ださい。

6. 試薬コンテナの蓋を閉じてく ださい。蓋が完全に閉

じられると、カチッ という 音がします。

7. 試薬コンテナは 2 ～ 8℃で保管してく ださい。
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4.7 メ ンテナンスを開始
メ ンテナンスを開始手順を使用して、作業スペースへのアクセス、バルク試薬コンテナのクリ ーニン

グ、サクショ ンカッ プの交換、またはBOND-PRIME ARC Refresh Kit( BOND-PRIME ARCリ フレッ シュ

キッ ト ) の実行を行ってく ださい。

この手順を開始する前に、処理モジュールにログインしていることを確認してく ださ

い。2.1 ログインとログアウト を参照してく ださい。

1. ステータスをタ ッ プします。

2. ステータス画面で次の項目をチェ ッ クします

l 処理中( Processing) のスライド がないこと

l 待機ド ゥロワー( Loaded) と終了ド ゥロ

ワー( Complete) にスライド がないこと

2.3 ステータス画面 を参照してく ださい。

3. メ ンテナンスをタ ッ プしてく ださい。
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4. メ ンテナンス開始をタッ プしてく ださい。

5. はいをタッ プしてく ださい。

はいをタッ プすると、処理モジュールがメ ンテナン

スのために作業スペースの準備をし、フタのロッ ク

を解除している間、待ち時間が発生します。

メ ンテナンスが開始されると、処理

モジュールによってすべての ARC
Module( ARCモジュール) が自動

的に開かれます。

フタのロッ クが解除されると、メ ンテ

ナンス画面上のフタ ロッ ク状況が

ロッ ク解除に変化します。

6. フタを開けてく ださい。
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4.8 ARC Module( ARCモジュール) 内側の拭
き取り

警告：処理モジュールをメ ンテナンスする前に、最小限必要な PPEを着用してく ださ

い。 一般的注意 を参照してく ださい。

1. ステータスをタ ッ プします。

2. ステータス画面で次の項目をチェ ッ クします

l 処理中( Processing) のスライド がないこと

l 待機ド ゥロワー( Loaded) と終了ド ゥロ

ワー( Complete) にスライド がないこと

2.3 ステータス画面 を参照してく ださい。

3. メ ンテナンスをタ ッ プしてく ださい。
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4. メ ンテナンス開始をタッ プしてく ださい。

5. はいをタッ プしてく ださい。

はいをタッ プすると、処理モジュールがメ ンテナン

スのために作業スペースの準備をし、フタのロッ ク

を解除している間、待ち時間が発生します。

メ ンテナンスが開始されると、処理

モジュールによってすべての ARC
Module( ARCモジュール) が自動

的に開かれます。

フタのロッ クが解除されると、メ ンテ

ナンス画面上のフタ ロッ ク状況が

ロッ ク解除に変化します。

6. リ ント フリ ーで清潔な布を 70% エタ ノ ール溶液で

湿らせてく ださい。
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ARC Module( ARCモジュール) を背面から前面にかけ

て拭いて、粒子や残留物を取り 除きます。Covertile を

拭く と Covertile シールを損傷する可能性があるため、

これは拭かないでく ださい。

7. 作業スペースにアクセスする必要がなく なった場合

は、フタを閉じてからこの手順を続行してく ださ

い。

8. メ ンテナンス停止をタッ プします。

9. はいをタッ プします。
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処理モジュールが臨床動作に戻る準備をしている間、

待ち時間が発生します。

メ ンテナンスを停止すると、処理モジュールは自動的

に ARC Module( ARCモジュール) を閉じ、フタをロッ

クします。
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4.9 試薬プラッ ト フォームと ARC Bank( ARC
バンク ) の表面の拭き取り

警告：処理モジュールをメ ンテナンスする前に、最小限必要な PPEを着用してく ださ

い。 一般的注意 を参照してく ださい。

1. ステータスをタ ッ プします。

2. ステータス画面で次の項目をチェ ッ クします

l 処理中( Processing) のスライド がないこと

l 待機ド ゥロワー( Loaded) と終了ド ゥロ

ワー( Complete) にスライド がないこと

2.3 ステータス画面 を参照してく ださい。

3. メ ンテナンスをタ ッ プしてく ださい。
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4. メ ンテナンス開始をタッ プしてく ださい。

5. はいをタッ プしてく ださい。

はいをタッ プすると、処理モジュールがメ ンテナン

スのために作業スペースの準備をし、フタのロッ ク

を解除している間、待ち時間が発生します。

メ ンテナンスが開始されると、処理

モジュールによってすべての ARC
Module( ARCモジュール) が自動

的に開かれます。

フタのロッ クが解除されると、メ ンテ

ナンス画面上のフタ ロッ ク状況が

ロッ ク解除に変化します。

6. 試薬プラッ ト フォームからすべての試薬ト レイを取

り 外してく ださい。
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7. リ ント フリ ーで清潔な布を 70% エタ ノ ール溶液で

湿らせてく ださい。

8. リ ント フリ ーの清潔な布で試薬プラッ ト フォームの

各レーンの表面を拭き取ってく ださい。

9. 両方のウォッ シュ ロボッ ト レールを拭いてく ださ

い。

10.作業スペースにアクセスする必要がなく なった場合

は、フタを閉じてからこの手順を続行してく ださ

い。
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11.メ ンテナンス停止をタッ プします。

12.はいをタッ プします。

処理モジュールが臨床動作に戻る準備をしている間、

待ち時間が発生します。

メ ンテナンスを停止すると、処理モジュールは自動的

に ARC Module( ARCモジュール) を閉じ、フタをロッ

クします。
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4.10 サクショ ンカッ プのクリ ーニング

警告：処理モジュールをメ ンテナンスする前に、最小限必要な PPEを着用してく ださ

い。 一般的注意 を参照してく ださい。

この手順を開始する前に、処理モジュールにログインしていることを確認してく ださ

い。2.1 ログインとログアウト を参照してく ださい。

1. ステータスをタ ッ プします。

2. ステータス画面で次の項目をチェ ッ クします

l 処理中( Processing) のスライド がないこと

l 待機ド ゥロワー( Loaded) と終了ド ゥロ

ワー( Complete) にスライド がないこと

2.3 ステータス画面 を参照してく ださい。

3. メ ンテナンスをタ ッ プしてく ださい。
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4. メ ンテナンス開始をタッ プしてく ださい。

5. はいをタッ プしてく ださい。

はいをタッ プすると、処理モジュールがメ ンテナン

スのために作業スペースの準備をし、フタのロッ ク

を解除している間、待ち時間が発生します。

メ ンテナンスが開始されると、処理

モジュールによってすべての ARC
Module( ARCモジュール) が自動

的に開かれます。

フタのロッ クが解除されると、メ ンテ

ナンス画面上のフタ ロッ ク状況が

ロッ ク解除に変化します。

6. ロボッ ト ヘッ ド のサクショ ンカッ プを見つけます。

注意：サクショ ンカッ プが処理モ

ジュールの中に落ちないよう に、

High-Speed Robot( ハイスピード ロ

ボッ ト ) を試薬プラッ ト フォームの

上に慎重に移動させてく ださい。
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7. ロボッ ト ヘッ ド からサクショ ンカッ プを取り 外して

く ださい。

8. リ ント フリ ーで清潔な布を 70% エタ ノ ール溶液で

湿らせてく ださい。

9. サクショ ンカッ プを曲げてパラフィ ンの残片を取り

除き、リ ント フリ ーの清潔な布でパラフィ ンの残片

がなく なるまで拭きます。小さな穴に詰まり がない

ことを確認してく ださい。

10.サクショ ンカッ プをロボッ ト ヘッ ド に再度取り 付け

てく ださい。
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11.作業スペースにアクセスする必要がなく なった場合

は、フタを閉じてからこの手順を続行してく ださ

い。

12.メ ンテナンス停止をタッ プします。

13.はいをタッ プします。

処理モジュールが臨床動作に戻る準備をしている間、

待ち時間が発生します。

メ ンテナンスを停止すると、処理モジュールは自動的

に ARC Module( ARCモジュール) を閉じ、フタをロッ

クします。
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4.11 サクショ ンカッ プの交換
サクショ ンカッ プは3,400枚のスライド ごとまたは2ヵ 月ごとのいずれか早く 来たほう の時期に交換して

く ださい。

サクショ ンカッ プが処理モジュールの中に落ちないよう に、High-Speed Robot( ハイスピード ロボッ

ト ) を試薬プラッ ト フォームの上に慎重に移動してく ださい。

警告：処理モジュールをメ ンテナンスする前に、最小限必要な PPEを着用してく ださ

い。 一般的注意 を参照してく ださい。

この手順を開始する前に、処理モジュールにログインしていることを確認してく ださ

い。2.1 ログインとログアウト を参照してく ださい。

1. ステータスをタ ッ プします。

2. ステータス画面で次の項目をチェ ッ クします

l 処理中( Processing) のスライド がないこと

l 待機ド ゥロワー( Loaded) と終了ド ゥロ

ワー( Complete) にスライド がないこと

2.3 ステータス画面 を参照してく ださい。
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3. メ ンテナンスをタ ッ プしてく ださい。

4. メ ンテナンス開始をタッ プしてく ださい。

5. はいをタッ プしてく ださい。

はいをタッ プすると、処理モジュールがメ ンテナン

スのために作業スペースの準備をし、フタのロッ ク

を解除している間、待ち時間が発生します。

メ ンテナンスが開始されると、処理

モジュールによってすべての ARC
Module( ARCモジュール) が自動

的に開かれます。

フタのロッ クが解除されると、メ ンテ

ナンス画面上のフタ ロッ ク状況が

ロッ ク解除に変化します。
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6. サクショ ンカッ プを見つけてく ださい。

7. サクショ ンカッ プを取り 外してく ださい。

a. ロボッ ト ヘッ ド からサクショ ンカッ プを取り 外

してく ださい。

b.サクショ ンカッ プは実験室の手順に従って廃棄

してく ださい。

8. 新しいサクショ ンカッ プを取り 付けてく ださい。

a. パッ ケージからサクショ ンカッ プを取り 出して

く ださい。

b.サクショ ンカッ プをロボッ ト ヘッ ド に取り 付け

てく ださい。

9. サクショ ンカッ プの交換の横にある終了をタッ プし

てく ださい。
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10.作業スペースにアクセスする必要がなく なった場合

は、フタを閉じてからこの手順を続行してく ださ

い。

11.メ ンテナンスを停止をタッ プしてく ださい。

12.はいをタッ プします。

処理モジュールが臨床動作に戻るまでにしばらく 時間

がかかり ます。

メ ンテナンスを停止すると、処理モジュールで自動的

に ARC Module( ARCモジュール) が閉じられ、フタが

ロッ クされます。
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4.12 スライド ド ゥ ロワー インサート 、排水溝
と廃液サンプ、ピッ クアッ プ フィ ルター
のクリ ーニング

警告：処理モジュールをメ ンテナンスする前に、最小限必要な PPEを着用してく ださ

い。 一般的注意 を参照してく ださい。

この手順を開始する前に、処理モジュールにログインしていることを確認してく ださ

い。2.1 ログインとログアウト を参照してく ださい。

スライド ド ゥ ロワー インサート のクリ ーニン
グ

1. ステータスをタ ッ プします。

2. ステータス画面で次の項目をチェ ッ クします

l 処理中( Processing) のスライド がないこと

l 待機ド ゥロワー( Loaded) と終了ド ゥロ

ワー( Complete) にスライド がないこと

2.3 ステータス画面 を参照してく ださい。
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3. メ ンテナンスをタ ッ プしてく ださい。

4. メ ンテナンス開始をタッ プしてく ださい。

5. はいをタッ プしてく ださい。

はいをタッ プすると、処理モジュールがメ ンテナン

スのために作業スペースの準備をし、フタのロッ ク

を解除している間、待ち時間が発生します。

メ ンテナンスが開始されると、処理

モジュールによってすべての ARC
Module( ARCモジュール) が自動

的に開かれます。

フタのロッ クが解除されると、メ ンテ

ナンス画面上のフタ ロッ ク状況が

ロッ ク解除に変化します。
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6. 待機ド ゥロワーと終了ド ゥロワーを開いてく ださ

い。

スライド ド ゥ ロワー インサート にアクセスできます。

7. スライド ド ゥ ロワー インサート を待機ド ゥロワー

から取り 外してく ださい。

a. ロッ クアームを上に引き上げてく ださい。

b.前面パネルに付いている取っ手を使用すると、

インサート をド ゥ ロワーから容易に持ち上げる

ことができます。

c. スライド ド ゥ ロワー インサート を待機ド ゥロ

ワーから取り 外してく ださい。

BOND-PRIMEユーザーマニュアル, 91.7500.516 A09
Copyright © 2023 Leica Biosystems Melbourne Pty Ltd

145



4 メ ンテナンスとクリ ーニング

8. スライド ド ゥ ロワー インサート を終了ド ゥロワー

から取り 外してく ださい。

a. ロッ クアームを上に引き上げてく ださい。

b.前面パネルに付いている取っ手を使用すると、

インサート をド ゥ ロワーから容易に持ち上げる

ことができます。

c. スライド ド ゥ ロワー インサート を終了ド ゥロ

ワーから取り 外してく ださい。

9. インサート を温かい石鹸水で洗ってく ださい。

10.流水でよく すすいでく ださい。

11.完全に乾いてから、同じ処理モジュールに再度取り

付けてく ださい。
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排水溝と廃液サンプのクリ ーニング

12.リ ント フリ ーで清潔な布を 70% エタ ノ ール溶液で

湿らせてく ださい。

13.リ ント フリ ーの清潔な布で、排水溝を拭いてく ださ

い。開いたド ゥロワーからスライド ド ゥ ロワー イ

ンサート を取り 外すと、排水溝にアクセスできま

す。

14.リ ント フリ ーの清潔な布で、廃液サンプを拭いてく

ださい。廃液サンプは、待機、終了ド ゥロワーの下

と後ろに位置しています。ド ゥ ロワーを完全に開く

と、作業スペースからこれにアクセスできます。
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ピッ クアッ プチューブとフィ ルターのクリ ーニ
ング

1 廃液サンプ

2 終了ド ゥロワーのピッ クアッ プチューブ

3 ピッ クアッ プフィ ルター

15.直角の部分を軸にして、フィ ルターが付いたピッ ク

アッ プチューブを回転させます。

16.オレンジ色のスリ ーブを押して、ピッ クアッ プ

チューブとフィ ルターを取り 外します。
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17.必要に応じて、きれいな水でピッ クアッ プ チュー

ブとフィ ルターを洗ってく ださい。

18.フィ ルターにゴミ が付いていないことを確認してく

ださい。

19.フィ ルターが付いたピッ クアッ プチューブをオレン

ジ色のスリ ーブに再度取り 付けてく ださい。この際

は、完全に押し込んでく ださい。
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20.フィ ルターが付いたピッ クアッ プチューブを回転さ

せて、元の位置に戻してく ださい。

終了ド ゥロワーのスライド ド ゥ ロワー インサート

の位置合わせが妨げられないよう に、ピッ クアッ プ

チューブが正し く 取り 付けられていることを確認し

てく ださい。

21.スライド ド ゥ ロワー インサート を再度取り 付けて

く ださい。

a. 各スライド ド ゥ ロワー インサート を取り 付け、

支障なく 凹みに完全に挿入されていることを確

認してく ださい。

b.インサート を取り 付けたら、ロッ クアームを閉

じて、適切に収まるよう にインサート を自動調

整してく ださい。

注意：複数のインサート を清掃する

場合は、正しいインサート が適切な

ド ゥロワーと適切な処理モジュール

に取り 付けられていることを確認し

てく ださい。処理モジュール間でイ

ンサート を交換することはできませ

ん。

22.スライド 待機ド ゥロワーと終了ド ゥロワーを閉じま

す。
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23.作業スペースにアクセスする必要がなく なった場合

は、フタを閉じてからこの手順を続行してく ださ

い。

24.メ ンテナンス停止をタッ プします。

25.はいをタッ プします。

処理モジュールが臨床動作に戻る準備をしている間、

待ち時間が発生します。

メ ンテナンスを停止すると、処理モジュールは自動的

に ARC Module( ARCモジュール) を閉じ、フタをロッ

クします。
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4.13 洗浄/PRIMEステーショ ンのクリ ーニング

警告：処理モジュールをメ ンテナンスする前に、最小限必要な PPEを着用してく ださ

い。 一般的注意 を参照してく ださい。

この手順を開始する前に、処理モジュールにログインしていることを確認してく ださ

い。2.1 ログインとログアウト を参照してく ださい。

1. ステータスをタ ッ プします。

2. ステータス画面で次の項目をチェ ッ クします

l 処理中( Processing) のスライド がないこと

l 待機ド ゥロワー( Loaded) と終了ド ゥロ

ワー( Complete) にスライド がないこと

2.3 ステータス画面 を参照してく ださい。

3. メ ンテナンスをタ ッ プしてく ださい。
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4. メ ンテナンス開始をタッ プしてく ださい。

5. はいをタッ プしてく ださい。

はいをタッ プすると、処理モジュールがメ ンテナン

スのために作業スペースの準備をし、フタのロッ ク

を解除している間、待ち時間が発生します。

メ ンテナンスが開始されると、処理

モジュールによってすべての ARC
Module( ARCモジュール) が自動

的に開かれます。

フタのロッ クが解除されると、メ ンテ

ナンス画面上のフタ ロッ ク状況が

ロッ ク解除に変化します。
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6. 作業スペースの洗浄/PRIMEステーショ ンの場所

( 1、2、3) を見つけます。

High-Speed Robot( ハイスピード ロ

ボッ ト ) やウォッ シュ ロボッ ト が邪

魔な場合は慎重に移動させて、洗浄

/PRIMEステーショ ンにアクセスしや

すく してく ださい。

1 バルク プローブ ステーショ ン

2 ウォッ シュ ロボッ ト の洗浄ステーショ ン

3 ARC Probe (ARCプローブ )の洗浄ステーショ
ン

7. リ ント フリ ーで清潔な布を 70% エタ ノ ール溶液で

湿らせてく ださい。

8. 洗浄/ PRIMEステーショ ンの上面のみを、リ ント フ

リ ーの清潔な布で拭いてく ださい。

注意：綿棒は使用しないでく ださ

い。

1 バルク プローブ ステーショ ン

2 ウォッ シュ ロボッ ト の洗浄ステーショ ン

3 ARC Probe (ARCプローブ )の洗浄ステーショ
ン
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9. 作業スペースにアクセスする必要がなく なった場合

は、フタを閉じてからこの手順を続行してく ださ

い。

10.メ ンテナンス停止をタッ プします。

11.はいをタッ プします。

処理モジュールが臨床動作に戻る準備をしている間、

待ち時間が発生します。

メ ンテナンスを停止すると、処理モジュールは自動的

に ARC Module( ARCモジュール) を閉じ、フタをロッ

クします。
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4.14 BOND-PRIME ARC Refresh Kit( BOND-
PRIME ARCリ フレッ シュ キッ ト ) の使用

BOND-PRIME ARC Refresh Kit( BOND-PRIME ARCリ フレッ シュ キッ ト ) には、以下の交換品が含まれ

ています。

l Covertile

l ミ キシング ウェ ル プレート

ARC Refresh Kit( ARCリ フレッ シュ キッ ト ) は、7500 枚のスライド ごと、または 8ヵ 月ごとのいずれ

か早く 来たほう の時期に使用してく ださい。Covertile の耐用期間という 観点では、各 IHCシングル染

色を 1 回の使用として計算してく ださい。各 ISH ハイブリ ダイゼーショ ンは 2 回の使用として計算して

く ださい。スライド あたり の最大使用回数は 2 回となり ます。以下の表には、それぞれのスライド のタ

イプに相当するスライド 数が示されています。

スライドのタイプ 相当するスライド数

IHCスライド 1

ISH スライド 2

マルチプレッ クス
2～6

2

警告：処理モジュールをメ ンテナンスする前に、最小限必要な PPEを着用してく ださ

い。 一般的注意 を参照してく ださい。

この手順を開始する前に、処理モジュールにログインしていることを確認してく ださ

い。2.1 ログインとログアウト を参照してく ださい。

1. ステータスをタ ッ プします。
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2. ステータス画面で次の項目をチェ ッ クします

l 処理中( Processing) のスライド がないこと

l 待機ド ゥロワー( Loaded) と終了ド ゥロ

ワー( Complete) にスライド がないこと

2.3 ステータス画面 を参照してく ださい。

3. メ ンテナンスをタ ッ プしてく ださい。

4. メ ンテナンス開始をタッ プしてく ださい。

5. はいをタッ プしてく ださい。

はいをタッ プすると、処理モジュールがメ ンテナン

スのために作業スペースの準備をし、フタのロッ ク

を解除している間、待ち時間が発生します。

メ ンテナンスが開始されると、処理

モジュールによってすべての ARC
Module( ARCモジュール) が自動

的に開かれます。
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フタのロッ クが解除されると、メ ンテ

ナンス画面上のフタ ロッ ク状況が

ロッ ク解除に変化します。

6. ARC Refresh Kit( ARCリ フレッ シュ キッ ト ) バー

コード をスキャンしてく ださい。

スキャンはメ ンテナンスモード 以外

では受け付けられません。

ARC Refresh Kit( ARCリ フレッ シュ

キッ ト ) をスキャンすることで、染

色を開始する前に、Covertile が DI
Water と BOND-PRIME Wash Working
Solution で確実に洗浄されているこ

とを確認できます。

7. Covertile を取り 外してく ださい。

a. Covertile にアクセスしやすいよう に、ARC
Module Latch( ARCモジュール ラッ チ) を押し

下げてく ださい。

b. Covertile のツメ 部分を ARC Module Lid( ARCモ

ジュール リ ッ ド ) の右側に向かって少し前方に

慎重に引いてく ださい。

c. Covertile のフッ クを外して、ARC Module( ARC
モジュール) から取り 外してく ださい。

d. Covertile はラボラト リ ーの手順に従って廃棄し

てく ださい。
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8. ミ キシング ウェ ル プレート を取り 外してく ださ

い。

a. ミ キシング ウェ ル プレート を上に引き上げてく

ださい。

b.ミ キシング ウェ ル プレート はラボラト リ ーの手

順に従って廃棄してく ださい。

警告：ミ キシング ウェ ル プレー

ト を取り 外して廃棄する際は、液

体がこぼれないよう に注意してく

ださい。

9. 手袋を外して、ラボラト リ ーの手順に従って廃棄し

てく ださい。新しい手袋をはめてく ださい。

10.新しいミ キシング ウェ ル プレート を取り 付けま

す。

a. パッ ケージからミ キシング ウェ ル プレート を取

り 出します。

b.ミ キシング ウェ ル プレート をミ キシング ブロッ

ク上に置きます。

ミ キシング ブロッ ク内のミ キシング ウェ ル プレー

ト の向きは、ホルダー内に均等に収まっている限り

重要ではあり ません。

Covertile を持つ際は、ツメ 部分をつかみます。上方の

プレート 部分には触れないでく ださい。
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11.新しい Covertile を挿入します。

a. Covertile のフッ クを ARC Module( ARCモ

ジュール) の背面に取り 付けます。

b. Covertile が ARC Module( ARCモジュール) の

所定の位置に収まるまで、Covertile のツメ を慎

重に押します。

c. ARC Module Latch( ARCモジュール ラッ チ) を

押し上げます。

12.フタを閉じます。

13.メ ンテナンスを停止をタッ プします。

14.はいをタッ プします。

メ ンテナンスを停止すると、処理モジュールが自動

的に ARC Module( ARCモジュール) を閉じます。
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4.15 Bulk DI Water Container (バルク コンテナ
DI Water) のクリ ーニング

DI Water Container ( DI Water コンテナ) はバルク コ

ンテナ キャビネッ ト の左側にあり ます。

1. DI Water Container ( DI Water コンテナ) を取り 外

してく ださい。

a. DI Water ボタンを押してく ださい。

b.処理モジュールからコンテナを引き出してく だ

さい。

警告：DI Water Container ( DI Water コ
ンテナ) を持ち上げる際は、両手を使用

してく ださい。

DI Water を利用できる状態を維持するた

めに、コンテナは速やかに戻してく ださ

い。

2. DI Water Container ( DI Water コンテナ) のキャッ

プを取り 外してく ださい。

BOND-PRIMEユーザーマニュアル, 91.7500.516 A09
Copyright © 2023 Leica Biosystems Melbourne Pty Ltd

161



4 メ ンテナンスとクリ ーニング

3. 内容物を廃棄する際は、施設現場に適用されるすべ

ての手順や法規制を遵守してく ださい。

4. DI Water Container ( DI Water コンテナ) を清掃し

てく ださい。

a. DI Water Container ( DI Water コンテナ) に温

かい石鹸水を4分の1入れます。

b.コンテナの蓋を戻し、コンテナを勢いよく 振っ

てく ださい。

c. ラボラト リ ーの手順に従って、内容物を空にし

てく ださい。

5. DI Water Container ( DI Water コンテナ) をすすい

で、洗剤を完全に洗い流してく ださい。

a. DI Water Container ( DI Water コンテナ) に DI
Water を4分の1入れてく ださい。

b.コンテナの蓋を戻し、コンテナを勢いよく 振っ

てく ださい。

c. ラボラト リ ーの手順に従って、内容物を空にし

てく ださい。

6. DI Water Container ( DI Water コンテナ) を補充

し、キャッ プを元に戻してく ださい。
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7. 補充した DI Water Container ( DI Water コンテ

ナ) を再度挿入してく ださい。

a. 両手を使って、DI Water Container ( DI Water
コンテナ) を処理モジュールに再度挿入してく

ださい。

b.カチッ という 音がするまでコンテナを挿入し

て、所定の位置に収めてく ださい。

コンテナが完全に挿入されていることを確認してく

ださい。コンテナが適切な位置に収まっていない

と、待機ド ゥロワーでスライド が却下される可能性

があり ます。
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4.16 ロッ クされたバルク試薬コンテナのク
リ ーニング

警告：処理モジュールをメ ンテナンスする前に、最小限必要な PPEを着用してく ださ

い。 一般的注意 を参照してく ださい。

警告：バルクコンテナのド ゥロワーが開いているときは、ぶつからないよう に注意して

く ださい。

この手順を開始する前に、処理モジュールにログインしていることを確認してく ださ

い。2.1 ログインとログアウト を参照してく ださい。

1. ステータスをタ ッ プします。

2. ステータス画面で次の項目をチェ ッ クします

l 処理中( Processing) のスライド がないこと

l 待機ド ゥロワー( Loaded) と終了ド ゥロ

ワー( Complete) にスライド がないこと

2.3 ステータス画面 を参照してく ださい。
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3. メ ンテナンスをタ ッ プしてく ださい。

4. メ ンテナンス開始をタッ プしてく ださい。

5. はいをタッ プしてく ださい。

はいをタッ プすると、処理モジュールがメ ンテナン

スのために作業スペースの準備をし、フタのロッ ク

を解除している間、待ち時間が発生します。

メ ンテナンスが開始されると、処理

モジュールによってすべての ARC
Module( ARCモジュール) が自動

的に開かれます。

フタのロッ クが解除されると、メ ンテ

ナンス画面上のフタ ロッ ク状況が

ロッ ク解除に変化します。
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6. バルク コンテナ クリ ーニングの横にあるロッ ク解

除をタッ プします。

試薬コンテナ スト ッ カーは30秒間

ロッ ク解除されたままになり ます。

この時間内に、すべてのド ゥロワー

をメ ンテナンス位置に開いてく ださ

い。

30秒以内にすべてを開けなかった場

合は、ロッ ク解除ボタンを再度タッ

プします。

7. ロッ クされた試薬コンテナ スト ッ カーを前方に引

いて開きます。

アルコールと脱パラフィ ンコンテナの場合

左側にある2つのロッ クされたコンテナが、アルコール

と脱パラフィ ン液のコンテナです。

コンテナは平らな面に直立に置いておく

ことができないため、一度に1つずつコ

ンテナを清掃して、再度取り 付けてく だ

さい。
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8. チューブコネクターの後部にあるスト ッ カー解放レ

バーを押します。カチッ という 音がします。

9. コンテナを上方にスライド させて、スト ッ カーから

取り 出してく ださい。

警告：こぼれを防ぐため、処理モ

ジュールから離れた位置でバルク試

薬コンテナを補充しないでく ださ

い。

10.コンテナを空にして Hazardous Waste( ハザード

廃液) コンテナに入れてく ださい。

注意：アルコール コンテナや脱パラフィ

ン コンテナのクリ ーニングには、水や洗

剤を使用しないでく ださい。

11.コンテナを除染してく ださい。

a. コンテナを少量の新しいアルコールですすぎ、

汚染物質を取り 除いでく ださい。

b.コンテナを軽く 振ってく ださい。

c. 完了したら、コンテナを空にしてく ださい。
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12.蓋を閉めて、コンテナをスト ッ カーに戻してく ださ

い。

13.カチッ という 音がするまで、コンテナを押し下げて

く ださい。

14.スト ッ カーを閉じてく ださい。

15.脱パラフィ ン コンテナについても、ステッ プ8～ス

テッ プ14を繰り 返してく ださい。

他に清掃しなければならない試薬コンテナがない場合は、メ ンテナンスの停止してく ださい。
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ER1、ER2、BOND-PRIMEWash Solution Concentrate コンテナの場合

右側にある 3 つのコンテナが、ER1、ER2、BOND-
PRIMEWash Solution Concentrate コンテナです。

コンテナは平らな面に直立に置いておく

ことができないため、一度に1つずつコ

ンテナを清掃して、再度取り 付けてく だ

さい。

16.チューブコネクターの後部にあるスト ッ カー解放レ

バーを押します。カチッ という 音がします。

17.コンテナを上方にスライド させて、スト ッ カーから

取り 出してく ださい。

警告：こぼれを防ぐため、処理モ

ジュールから離れた位置でバルク試

薬コンテナを補充しないでく ださ

い。
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18.ラボラト リ ーの手順に従って、コンテナを空にして

く ださい。

19.コンテナを清掃してく ださい。

a. 温かい水道水に業務用洗剤( 非常に強力な洗

剤) を溶かした溶液をコンテナに4分の1入れて

く ださい。

b.コンテナを軽く 振ってく ださい。

c. ラボラト リ ーの手順に従って、コンテナを空に

してく ださい。

20.コンテナをすすいでく ださい。

a. コンテナを DI Water で徹底的にすすいでく ださ

い。

b.コンテナを軽く 振ってく ださい。

c. ラボラト リ ーの手順に従って、コンテナを空に

してく ださい。

21.コンテナを除染してく ださい。

a. コンテナを少量の新しい ER1 ですすぎ、汚染物

質を取り 除いてく ださい。

b.コンテナを軽く 振ってく ださい。

c. ラボラト リ ーの手順に従って、コンテナを空に

してく ださい。
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22.蓋を閉めて、コンテナをスト ッ カーに戻してく ださ

い。

まだコンテナを補充しないでく ださ

い。

23.カチッ という 音がするまで、コンテナを押し下げて

く ださい。

24.スト ッ カーを閉じてく ださい。

25.残り のロッ クされた試薬コンテナについて、ステッ

プ16～ステッ プ24を繰り 返してく ださい。
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バルク試薬コンテナの補充

26.コンテナを補充してく ださい。

l 4.3 Alcohol Container( アルコール コンテ

ナ) の補充

l 4.4 ロッ ト 追跡バルクコンテナの補充

メ ンテナンスを停止

27.メ ンテナンス停止をタッ プします。

28.はいをタッ プします。
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処理モジュールが臨床動作に戻る準備をしている間、

待ち時間が発生します。

メ ンテナンスを停止すると、処理モジュールは自動的

に ARC Module( ARCモジュール) を閉じ、フタをロッ

クします。
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4.17 廃液コンテナのクリ ーニング

警告：処理モジュールをメ ンテナンスする前に、最小限必要な PPEを着用してく ださ

い。 一般的注意 を参照してく ださい。

廃液コンテナはバルク コンテナ キャビネッ ト の右側に

あり ます。

1. 廃液コンテナを取り 外してく ださい。

a. 廃液ボタンを押してく ださい。

b.処理モジュールからコンテナを引き出してく だ

さい。

警告：Bulk/Hazardous Waste container
( バルク ハザード 廃液コンテナ) を持ち

上げる際は、両手を使用してく ださい。

2. 廃液コンテナのキャッ プを取り 外してく ださい。
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3. 内容物を廃棄する際は、施設現場に適用されるすべ

ての手順や法規制を遵守してく ださい。

ハザード 廃液の例をご覧く ださい。

4. 廃液コンテナを清掃してく ださい。

a. 温かい水に業務用洗剤( 非常に強力な洗剤) を

溶かした溶液を廃液コンテナに 4分の1 入れてく

ださい。

b.コンテナの蓋を戻し、コンテナを勢いよく 振っ

てく ださい。

c. ラボラト リ ーの手順に従って、内容物を空にし

てく ださい。

5. 廃液コンテナをすすいでく ださい。

a. 廃液コンテナに DI Waterを 4分の1 入れてく ださ

い。

b.コンテナの蓋を戻し、コンテナを勢いよく 振っ

てく ださい。

c. ラボラト リ ーの手順に従って、内容物を空にし

てく ださい。

6. 廃液コンテナのキャッ プを元に戻してく ださい。
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7. 廃液コンテナを再度挿入してく ださい。

a. 廃液コンテナを処理モジュールに再度挿入して

く ださい。

b.カチッ という 音がするまでコンテナを挿入し

て、所定の位置に収めてく ださい。

コンテナが完全に挿入されていることを確認してく

ださい。コンテナが適切な位置に収まっていない

と、待機ド ゥロワーでスライド が却下される可能性

があり ます。
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4.18 サンプト レイのクリ ーニング

警告：処理モジュールをメ ンテナンスする前に、最小限必要な PPEを着用してく ださ

い。 一般的注意 を参照してく ださい。

1. サンプト レイを見つけます。

2. 液体がこぼれないよう に、サンプト レイの横に立っ

て両手で取り 外してく ださい。必要に応じて、施設

現場で適用される流出管理手順に従ってく ださい。

3. 余分な廃試薬を吸い取ってく ださい。

a. ペーパータオルで廃試薬の大部分を吸い取って

く ださい。

b.ペーパータオルはラボラト リ ーの手順に従って

廃棄してく ださい。サンプト レイから取り 出し

た廃液は、常に危険物として処理してく ださ

い。

サンプト レイに過剰な量の廃液があ

る場合は、Leica Biosystemsサポート

にお問い合わせく ださい。
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4. リ ント フリ ーで清潔な布を 70% エタ ノ ール溶液で

湿らせてく ださい。

5. リ ント フリ ーの清潔な布で、サンプト レイを拭いて

く ださい。

6. サンプト レイを処理モジュールに再度取り 付けてく

ださい。
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4.19 メ ンテナンスの停止
メ ンテナンスを停止する前に、以下を確認してく ださい。

l Covertile があること

l ミ キシング ウェ ル プレート があること ( 4.14 BOND-PRIME ARC Refresh Kit( BOND-PRIME ARC
リ フレッ シュ キッ ト ) の使用を参照)

l バルク試薬コンテナに十分な試薬が入っていること ( 4.4 ロッ ト 追跡バルクコンテナの補充およ

び4.3 Alcohol Container( アルコール コンテナ) の補充を参照)

l ARC Module( ARCモジュール) にスライド が入っていないこと ( 5.3.3 ARCモジュールからのス

ライド の手動取り 出しを参照)

l フタが閉まっていること

この手順を開始する前に、処理モジュールにログインしていることを確認してく ださ

い。2.1 ログインとログアウト を参照してく ださい。

1. メ ンテナンスをタ ッ プしてく ださい。

2. メ ンテナンス停止をタッ プします。
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3. はいをタッ プします。

処理モジュールが臨床動作に戻る準備をしている間、

待ち時間が発生します。

メ ンテナンスを停止すると、処理モジュールは自動的

に ARC Module( ARCモジュール) を閉じ、フタをロッ

クします。
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4.20 処理モジュールのシャッ ト ダウン

この手順を開始する前に、処理モジュールにログインしていることを確認してく ださ

い。2.1 ログインとログアウト を参照してく ださい。

1. ステータスをタ ッ プします。

2. ステータス画面で次の項目をチェ ッ クします

l 処理中( Processing) のスライド がないこと

l 待機ド ゥロワー( Loaded) と終了ド ゥロ

ワー( Complete) にスライド がないこと

2.3 ステータス画面 を参照してく ださい。

3. 処理モジュールの電源を切ってく ださい。

a. スタンド バイ パワーボタンを押してく ださい。

ポッ プアッ プ ウィ ンド ウに処理モジュールを安

全にシャッ ト ダウンできることが表示されま

す。

b.閉じるをタ ッ プしてく ださい。
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4. 処理モジュールの電源を切ってく ださい。

a. リ ザーバー キャビネッ ト のド アを開いてく ださ

い。

b. AC電源スイッ チを反時計回り に回してく ださ

い。

c. リ ザーバー キャビネッ ト のド アを閉じてく ださ

い。

警告：タンクキャビネッ ト のド アが開い

ているときは、ド アにつまずかないよう

に注意してく ださい。
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4.21 電源ヒューズの交換

1. 必ず正しいヒューズ( F1、F2) を使用してく ださ

い。

ヒューズは処理モジュールの背面に位置していま

す。

背面パネルのヒューズと主電源コネク

ターにアクセスしやすいよう に、処理モ

ジュールを移動しなければならない場合

があり ます。

2. 処理モジュールの電源を切ってく ださい。

a. スタンド バイ パワーボタンを押してく ださい。

ポッ プアッ プ ウィ ンド ウに処理モジュールを安

全にシャッ ト ダウンできることが表示されま

す。

b.閉じるをタ ッ プしてく ださい。

3. 処理モジュールの電源を切ってく ださい。

a. リ ザーバー キャビネッ ト のド アを開いてく ださ

い。

b. AC電源スイッ チを反時計回り に回してく ださ

い。

c. リ ザーバー キャビネッ ト のド アを閉じてく ださ

い。

警告：タンクキャビネッ ト のド アが開い

ているときは、ド アにつまずかないよう

に注意してく ださい。
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4. メ イン電源ケーブルのプラグを抜いてく ださい。

a. メ イン電源ケーブルのプラグを壁面コンセント

から抜いてく ださい。

b.メ イン電源ケーブルのプラグを処理モジュール

の背面から抜いてく ださい。

背面パネルのコネクタにアクセスしやす

く するために、処理モジュールを移動す

る必要があるかもしれません。

5. ヒューズを廃棄してく ださい。

a. マイナスド ライバーを使用して、ヒューズカ

バーを反時計回り に回して、処理モジュールか

ら取り 外してく ださい。

b.ヒューズをリ サイクル箱に廃棄してく ださい。

古いヒューズを一般ゴミ と して処分しな

いでく ださい。可能であれば、リ サイク

ルしてく ださい。

6. 新しいヒューズを取り 付けてく ださい。

a. パッ ケージから新しいヒューズを取り 出してく

ださい。

b.ヒューズカバーを処理モジュールに挿入し、マ

イナスド ライバーを使用して、ヒューズカバー

を時計回り に回してしっかり と固定してく ださ

い。

7. メ イン電源ケーブルのプラグを接続してく ださい。

a. メ イン電源ケーブルのプラグを処理モジュール

の背面に接続してく ださい。

b.メ イン電源ケーブルのプラグを壁面コンセント

に接続してく ださい。

背面パネルのコネクタにアクセスし

やすく するために、処理モジュール

を移動する必要があるかもしれませ

ん。
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8. 処理モジュールの電源を入れてく ださい。

a. リ ザーバー キャビネッ ト のド アを開いてく ださ

い。

b. AC電源スイッ チを時計回り に回してく ださい。

c. リ ザーバー キャビネッ ト のド アを閉じてく ださ

い。

9. 処理モジュールの電源を入れると、ログイン画面が

表示される前に初期化が行われます。初期化は

8～15 分かかり ます。処理モジュールの初期化に失

敗する場合は、5.1 初期化の失敗 を参照してく ださ

い。

ステータス画面が表示されます。
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5.1 初期化の失敗
処理モジュールで初期化が失敗する理由はいく つか考えられます。例：

l Covertile が ARC Module( ARCモジュール) に正し く 取り 付けられていない - 4.14 BOND-PRIME
ARC Refresh Kit( BOND-PRIME ARCリ フレッ シュ キッ ト ) の使用を参照

l ロボッ ト が自由に移動できない要因が存在する - 4.20 処理モジュールのシャッ ト ダウンを参照

l 作業スペースにスライド が残っている - 5.3.2 作業スペースからのスライド の手動取り 出しを参照

l ミ キシング ウェ ル プレート が存在していない - 4.14 BOND-PRIME ARC Refresh Kit( BOND-
PRIME ARCリ フレッ シュ キッ ト ) の使用を参照

l 1つまたは複数のバルク試薬コンテナが空である、または処理モジュールに正し く 取り 付けられ

ていない - 4.4 ロッ ト 追跡バルクコンテナの補充を参照

l ネッ ト ワーク接続に問題がある - 5.2 ネッ ト ワーク接続エラーを参照

問題が解決しない場合は、カスタマーサポート にお問い合わせく ださい。

5.2 ネッ ト ワーク接続エラー
1 処理モジュールがBOND コント ローラー に接続されていること、そしてすべてのネッ ト ワーク

ケーブルが差し込まれていることを確認してく ださい。

処理モジュールを接続する前に、BOND コント ローラー が稼働している必要があ

り ます。

2 処理モジュールを再起動してく ださい。

5.3 処理モジュールからのスライド の手動取
り 出し

処理モジュールに、スライド の処理を続行できないためにスライド を手動で取り 出す必要があるという

メ ッ セージが表示される場合があり ます。スライド は以下の場所から取り 出すことができます。

l 待機ド ゥロワー - 5.3.1 待機ド ゥロワーと終了ド ゥロワーからのスライド の手動取り 出しを参照し

てく ださい

l 終了ド ゥロワー - 5.3.1 待機ド ゥロワーと終了ド ゥロワーからのスライド の手動取り 出しを参照し

てく ださい

l 作業スペース - 5.3.2 作業スペースからのスライド の手動取り 出しを参照してく ださい

l ARC Module( ARCモジュール) - 5.3.3 ARCモジュールからのスライド の手動取り 出しを参照し

てく ださい

スライド の処理が続行できなく なる理由はいく つか存在します。以下の理由が挙げられます。
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l High-Speed Robot( ハイスピード ロボッ ト ) のサクショ ンカッ プを清掃または交換する必要が

ある。4.10 サクショ ンカッ プのクリ ーニングまたは4.11 サクショ ンカッ プの交換を参照してく だ

さい

l ラベルがスライド に正し く 配置されていない、またはスライド に2つ以上のラベルが存在しま

す。 スライド ラベルの仕様を参照してく ださい

l スライド ラベルのエリ アに組織、残留物、液体が付着しています。

l 真空システムに問題があり ます。

l 待機ド ゥロワーまたは終了ド ゥロワーが交換されて、位置がずれています。

アクショ ン キューに、問題の原因およびそれを修正するために必要となる措置に関するメ ッ セージが表

示されます。

スライド の移動が継続的に失敗する場合は、カスタマーサポート にお問い合わせく ださい。

5.3.1 待機ド ゥロワーと終了ド ゥロワーか
らのスライド の手動取り 出し

警告：処理モジュールをメ ンテナンスする前に、最小限必要な PPEを着用してく ださ

い。 一般的注意 を参照してく ださい。

アクショ ン キューに、待機ド ゥロワーまたは終了ド ゥロワーからスライド を取り 出すことを求めるメ ッ

セージが表示された場合は、この手順に従います。

1. 待機ド ゥロワーと終了ド ゥロワーを開いて、スライ

ド を取り 出します。

ド ゥ ロワーにゴミ が付いていないことを確認してく

ださい。ゴミ が付いている場合は、ド ゥ ロワーを清

掃してく ださい。4.12 スライド ド ゥ ロワー イン

サート 、排水溝と廃液サンプ、ピッ クアッ プ フィ

ルターのクリ ーニングを参照してく ださい。
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2. スライド 待機ド ゥロワーと終了ド ゥロワーを閉じま

す。

5.3.2 作業スペースからのスライド の手動
取り 出し

警告：処理モジュールをメ ンテナンスする前に、最小限必要な PPEを着用してく ださ

い。 一般的注意 を参照してく ださい。

この手順を開始する前に、処理モジュールにログインしていることを確認してく ださ

い。2.1 ログインとログアウト を参照してく ださい。

1. 待機ド ゥロワーと終了ド ゥロワーを開いて、スライ

ド を取り 出します。

ド ゥ ロワーにゴミ が付いていないことを確認してく

ださい。ゴミ が付いている場合は、ド ゥ ロワーを清

掃してく ださい。4.12 スライド ド ゥ ロワー イン

サート 、排水溝と廃液サンプ、ピッ クアッ プ フィ

ルターのクリ ーニングを参照してく ださい。

2. スライド 待機ド ゥロワーと終了ド ゥロワーを閉じま

す。

BOND-PRIMEユーザーマニュアル, 91.7500.516 A09
Copyright © 2023 Leica Biosystems Melbourne Pty Ltd

189



5 ト ラブルシューティ ング

3. スタンド バイ パワーボタンを押します。

4. 処理モジュールの電源を切り ます。

a. リ ザーバー キャビネッ ト のド アを開いてく ださ

い。

b. AC電源スイッ チを反時計回り に回してく ださ

い。

c. リ ザーバー キャビネッ ト のド アを閉じてく ださ

い。

警告：タンクキャビネッ ト のド アが開い

ているときは、ド アにつまずかないよう

に注意してく ださい。

5. フタを開けてスライド を取り 出します。

作業スペースにゴミ が付いていないことを確認して

く ださい。ゴミ が付いている場合は、作業スペース

を清掃してく ださい。4.9 試薬プラッ ト フォームと

ARC Bank( ARCバンク ) の表面の拭き取り を参照

してく ださい。
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6. 作業スペースにアクセスする必要がなく なった場合

は、フタを閉じてからこの手順を続行してく ださ

い。

7. 処理モジュールを再起動してく ださい。3.2 処理モ

ジュールの開始 を参照してく ださい。

5.3.3 ARCモジュールからのスライド の手
動取り 出し

警告：処理モジュールをメ ンテナンスする前に、最小限必要な PPEを着用してく ださ

い。 一般的注意 を参照してく ださい。

この手順を開始する前に、処理モジュールにログインしていることを確認してく ださ

い。2.1 ログインとログアウト を参照してく ださい。

1. スタンド バイ パワーボタンを押します。
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2. 処理モジュールの電源を切り ます。

a. タンクキャビネッ ト のド アを開きます。

b. AC電源スイッ チを反時計回り に回します。

警告：タンクキャビネッ ト のド アが開い

ているときは、ド アにつまずかないよう

に注意してく ださい。

3. 処理モジュールの電源を入れます。

a. AC電源スイッ チを時計回り に回します。

初期化は失敗しますが、スライド が検出

された ARC Module( ARCモジュール)
は自動的に開きます。

4. 処理モジュールの電源を再度切り ます。

a. AC電源スイッ チを反時計回り に回します。

b.タンクキャビネッ ト のド アを閉めます。
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5. フタを開いてく ださい。

6. ARC Module( ARCモジュール) からスライド を取

り 外したら、完全に開いた状態のままにしてく ださ

い。処理モジュールを再起動すると、ARC Module
( ARCモジュール) は自動的に閉じられます。

ウォッ シュ ロボッ ト を手動で移動させる

と、ARC Module( ARCモジュール) へ

のアクセスが容易になり ます。

注意：作業スペース上でスライド を手で

扱う 際には、スライド を落とさないよう

にご注意く ださい。

注意：ARC Module( ARCモジュール)
は手動で閉じないでく ださい。処理モ

ジュールを開始すると自動的に閉じま

す。

7. 作業スペースにアクセスする必要がなく なった場合

は、フタを閉じてからこの手順を続行してく ださ

い。
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8. 処理モジュールを再起動してく ださい。3.2 処理モ

ジュールの開始 を参照してく ださい。

停電が発生した場合は、5.3.4 停電時における ARC Module( ARCモジュール) からのス

ライド の手動取り 出しを参照してく ださい。

5.3.4 停電時における ARC Module( ARC
モジュール) からのスライド の手動
取り 出し

停電が発生した場合は、以下の手順に従ってスライド を手動で取り 出すことができます。

警告：処理モジュールをメ ンテナンスする前に、最小限必要な PPEを着用してく ださ

い。 一般的注意 を参照してく ださい。

1. 処理モジュールの電源を切り ます。

a. リ ザーバー キャビネッ ト のド アを開いてく ださ

い。

b. AC電源スイッ チを反時計回り に回してく ださ

い。

c. リ ザーバー キャビネッ ト のド アを閉じてく ださ

い。

警告：タンクキャビネッ ト のド アが開い

ているときは、ド アにつまずかないよう

に注意してく ださい。
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2. フタを開いてく ださい。

3. ARC Module( ARCモジュール) を手動で開きま

す。

a. ARC Module Latch( ARCモジュール ラッ チ) を

押します。

b. ARC Module( ARCモジュール) の蓋を持ち上げ

ます。

4. ARC Module( ARCモジュール) からスライド を取

り 外したら、完全に開いた状態のままにしてく ださ

い。処理モジュールを再起動すると、ARC Module
( ARCモジュール) は自動的に閉じられます。

ウォッ シュ ロボッ ト を手動で移動させる

と、ARC Module( ARCモジュール) へ

のアクセスが容易になり ます。

注意：作業スペース上でスライド を手で

扱う 際には、スライド を落とさないよう

にご注意く ださい。

注意：ARC Module( ARCモジュール)
は手動で閉じないでく ださい。処理モ

ジュールを開始すると自動的に閉じま

す。
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5. フタを閉じます。

5.4 ARC Module( ARCモジュール) からのス
ライド 破片の除去

終了ド ゥロワーでスライド の一部が欠けていることに気付いた場合は、ARC Module( ARCモジュー

ル) からスライド の破片を見つけて取り 除く 必要があり ます。

新しいスライド をロード しないでく ださい。

1. アクショ ン キューをチェ ッ クして、処理モジュー

ルでエラーのフラグが立てられていないかどう かを

確認してく ださい。フラグが立てられていなけれ

ば、スライド の破損が検出されていないという こと

になり ます。

2. 待機ド ゥロワーを開いてスライド を取り 出し、すべ

てのスライド の処理が終了するまで待機してく ださ

い。
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3. ステータスをタ ッ プします。

4. ステータス画面をチェ ッ クして、現在処理中のスラ

イド が存在していないことを確認してく ださい。

2.3 ステータス画面を参照してく ださい。

5. 各 ARC Module( ARCモジュール) にガラスの破片

がないかどう かを確認し、5.3.3 ARCモジュールか

らのスライド の手動取り 出しに従って破片を手で除

去してく ださい。
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6 仕様

6.1 システム仕様
BONDアプリ ケーショ ン 7 臨床以降

BOND コント ローラー Windows 10 IoT、Dell XE2、Dell XE3 またはDell XE4
BOND-ADVANCEターミ ナル Windows 10 IoT、Dell XE2、またはDell XE3
BOND-ADVANCEコント ローラー Windows Server 2016、Dell T640、Dell T630

ネッ ト ワーク接続 イーサネッ ト IEEE802.3、10/100/1000BASE-T

ネッ ト ワークケーブル RJ-45 コネクター付 CAT5e または CAT6 シールド ケー
ブル

イーサネッ ト スイッ チの要件：

シングルシート

BOND-ADVANCE

イーサネッ ト IEEE802.3、10/100/1000BASE-T

8 ポート のイーサネッ ト スイッ チ( 最大 5 台の処理モ

ジュールに対応) *

8 ポート または 16 ポート のイーサネッ ト スイッ チ( ス

イッ チが相互に接続されている場合、最大 30 台の処理

モジュールに対応) *

* 処理モジュールの任意の組み合わせ：BOND-PRIME、
BOND-III、BOND-MAX

デバイスの仕様 Leica Biosystems Melbourne Pty Ltd、BOND コント
ローラー、BOND-ADVANCEターミ ナルはBOND-
ADVANCEから入手すること

6.2 物理仕様

寸法 幅 – 1217 mm( 47.9 in)
高さ ( フタを閉じた状態) – 1400 mm( 55.1 in)
高さ ( フタを開いた状態) – 1820 mm( 71.7 in)
奥行( リ ザーバーキャビネッ ト のド アを閉じた状態) –
831 mm( 32.7 in)
奥行( リ ザーバーキャビネッ ト のド アを開いた状態) –
1096 mm( 43.1 in)

重量( 乾燥) 384 kg( 847 ポンド )

重量( 試薬を充填した状態) 425 kg( 937 ポンド )

設置場所の空間に関する条件 前方 – 800 mm( 31.5 in) ( 試薬コンテナへのアクセス
に必要となるスペース)
後方 – 50 mm( 2 in) ( エアギャッ プ )
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6 仕様

6.3 電力と UPSの要件

作動電圧 90 V AC～264 V AC( 公称電圧100 V AC～240 V AC)

電源周波数 50/60 Hz

最大消費電力 1260 VA

6.4 環境仕様
以下の情報は、設置された処理モジュールにのみ適用されます。

最大ピーク性能温度 26 ℃( 79 °F)

最低ピーク性能温度 18 ℃( 64 °F)

最高使用温度 34 ℃( 93 °F)

最低使用温度 5 ℃( 41 °F)

最高使用湿度( 結露なし ) 80% RH

最低使用湿度( 結露なし ) 30% RH

最大使用高度 海抜 2700 m( 8858 ft)

最小使用高度 海抜 0 m( 0 ft)

平面 任意の方向に 0～1.5°の勾配

騒音レベル( 1 m位置) 通常運転時 ：65 dBA未満
最大：85 dBA未満

最大加熱エネルギー出力 電源ソケッ ト で 1,260 VA( 電源喪失後は最大 1100 W)

6.5 動作仕様

スライド のロード 枚数 最大 72 スライド

スライド の同時染色枚数 最大 24 スライド

試薬コンテナの容量 7 mL および 30 mL

試薬コンテナのデッ ド ボリ ューム 260 μL( 7 mL) および 932 μL( 30 mL)

試薬コンテナの予備量 280 μL( 7 mL) および 280 μL( 30 mL)

タイト レーショ ンキッ ト の容量 6 mL( 最大充填量 5.7 mL)

タイト レーショ ンキッ ト のデッ ド ボリ ュー
ム

220 μL

タイト レーショ ンキッ ト の予備量 280 μL

試薬コンテナの最大数 70( 試薬コンテナ 5 個 × 試薬ト レイ 14 個)

アクセサリ ー試薬の容量：

アルコール 1.25 L
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BOND-PRIME Dewax Solution 1.25 L
BOND-PRIME Epitope Retrieval Solution 1 1.25 L
BOND-PRIME Epitope Retrieval Solution 2 1.25 L
BOND-PRIME Wash Solution Concentrate 1.25 L
BOND-PRIME Wash Working Solution リ ザーバー：1 L

バルク DI Water の容量 コンテナ：4.5 L
リ ザーバー：5 L

バルク廃液の容量 コンテナ：4.5 L
リ ザーバー：5 L

ハザード 廃液の容量 コンテナ：4.5 L
リ ザーバー：5 L

化学的適合性 DI Water グレード のみ

すべてのBOND-PRIME試薬

100% エタ ノ ールまたは試薬グレード のアルコール。

試薬グレード のアルコールは、90%( 重量比) 以上の

エタノ ール、5%( 重量比) 以下のイソプロパノ ール、

5%( 重量比) 以下のメ タ ノ ールの混合液で構成されて

います。

一部の部品のクリ ーニングには、70% エタ ノ ール溶液

が使用されます。

耐用年数 7 年

BOND-PRIMEサイバーセキュリ ティ 証明書の

有効期限

10 年

6.6 顕微鏡スライド の仕様

スライド の仕様

寸法 幅：24.64～26.0 mm( 0.97～1.02 in)
長さ：74.9～76.0 mm( 2.95～2.99 in)
厚さ：0.9～1.2 mm( 0.03～0.05 in)

ラベル領域 幅：24.64～26.0 mm( 0.97～1.02 in)
長さ：16.9～21.0 mm( 0.67～0.83 in)

素材 ガラス、ISO 8037/1

スライド の使用可能エリ ア 以下の図を参照
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スライド ラベルの仕様

寸法 幅：22～24 mm( 0.87～0.94 in)
長さ：15～20 mm( 0.59～0.79 in)
ラベルは最大 2 枚重ねることが可能

傾斜角度 ユーザーがラベルをまっすぐに貼り 付けてく ださい

スライド ラベルの使用可能エリ ア ( 上方の
表面がつや消しの部分) と許可されたスラ
イド ラベルの配置

ラベルのはみ出しは禁止されています

図 6-1：最大寸法

6.7 輸送および保管仕様

梱包状態の寸法 幅 – 1828 mm( 72.0 in)
高さ – 1590 mm( 62.6 in)
奥行 – 1134 mm( 44.6 in)

梱包状態の重量 553 kg( 1219 ポンド )

保管温度 -20 ～ +50℃( -4 ～ +122 °F)

保管湿度( 結露なし ) 相対湿度 80% 未満

開梱要件 約 6000 mm x 4000 mm( 236.2 in x 157.4 in) の平らな
スペースを確保して開梱

キャスターでの移動 最小ド ア幅：850 mm( 33.5 in)
通過できる最大ランプ角：7 度

輸送方法 陸上運送、航空運送、海上輸送の併用可
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